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巻 頭 言 

 
令和２年４月に「学際的グローバルリーダーの育成」という研究開発課題で文

部科学省からスーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）事業Ⅲ期目の指定を受

けました。Ⅱ期目を引き継いで、「研究倫理、グローバルマインドセット、グロ

ーバルスキルを兼ね備え、文科系と理科系の垣根を越えた学際的グローバルリ

ーダーの育成とそのプログラム開発およびその普及」を目標に、３年目の研究開

発を進めて参りました。 
昨年度と同様に今年度も引き続き新型コロナウイルス感染拡大の影響により

アメリカでのサイエンスツアーは実施できませんでしたが、代わりに種子島・屋

久島でサイエンスツアーを実施することができました。またミラクルツアーも、

その内容や実施形態を工夫することで一定数以上のプログラムを実施すること

ができました。昨年に比べて今年度は、「ウイズ・コロナ」の状況下でもＳＳＨ

プログラムを実施することができるようになりましたが、次年度はさらに海外

でサイエンスツアーを実施すべく、現在関係各所と調整しているところです。 
本校は「ハングリーに学ぶ生徒を育てるための文系探究学習と評価」というテ

ーマで一昨年度から「三菱みらい育成財団」からの研究助成校となり、「ＳＳＨ

研究」と「文系探究学習」を両輪として、研究開発を進めてまいりました。この

おかげで、中間発表会や成果発表会ではＳＳＨから８名、文系探究学習で３名、

昨年度から連携協定を結ばせていただいている大阪公立大学から３名と、非常

に多くの大学・研究機関からの指導助言者をお迎えすることができました。皆さ

まから中間発表会でいただいたご助言に基づいて後半の探究活動を進めてまい

りましたが、その甲斐あって、２月の成果発表会ではずいぶんと内容が深化し、

質疑応答も非常に活発に行われるようになったとお褒めのお言葉をいただくこ

とができました。 
現在のところ、「新型コロナウィルス感染症」の先行きがまだまだ不透明な状

況にありますが、次年度もⅢ期目研究目標である「学際的グローバルリーダーの

育成」に向けて、研究を進めて参りたいと考えております。今後とも、ご指導ご

鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。 
 
令和５年３月１７日 

大阪府立生野高等学校 
校長 浅田 充彦 
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別紙様式１－１ 
大阪府立生野高等学校 指定第Ⅲ期目 ～  

 
❶令和４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 
① 研究開発課題  

学際的グローバルリーダーの育成 
② 研究開発の概要  

（１）学校設定教科「探究」の充実

文理融合した課題研究を進めるカリキュラムを開発するとともに、大学・企業、卒業生、地域

との連携をさらに強化することで、さまざまな支援を受けられる体制を確立する。

（２）実験技能の習得と指導法やその成果の普及

・実験を重視した理科授業「ＳＳ物理実験」「ＳＳ化学実験」「ＳＳ生物実験」を充実させる。

・高い実験技能や研究手法を生徒に身につけさせる。

・その手法や指導法及びその成果を国内外へ発信する。

（３）科学的キャリア教育の充実

早期の自己適性把握、進路実現への動機高揚、科学的リテラシーの習得を目的とする。

ミラクルチャレンジ（大学での実習、研究施設見学等）の参加者を拡大する。

（４）国際性の育成

・海外連携校との相互訪問や協働プロジェクトを実施する。

・発信に必要な英語力の養成（英語による理科授業、イングリッシュカフェによる日常会話の習

得、グローバルリーダーズ集中講座の実施等）

（５）科学系部活動の活性化（スーパー・チューズデイ）

・科学系部活動に加えて、文化系部活動や、テーマに応じた運動部の一斉活動日（火曜日）を設

け、科学系部活動の活性化を図るとともに、学際的研究を実施。

・科学系コンテストや科学オリンピックへの出場者を増加させるとともに、近隣小中学校との連

携事業を実施。 
③ 令和４年度実施規模  

 

学科 
第１学年 第２学年 第３学年 計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 
文理学科

内理系

計
 

④ 研究開発の内容  
○研究開発計画 
第１年次 ① ＳＳＨ事業の全教員の協力体制の土台構築

② 学際的グローバルリーダー育成に向けた「スーパー・チューズデイ」の着手

③ 各種科学系コンテストの参加者増加への取組み「ポイント制」（一定ポイント

以上の取得を必須とするシステム）についての計画と検討

④ 外部連携の拡大に向けた連携予定校への打診

⑤ 冊子「 」の改善、編纂。特に、卒業生と連携し、

「ＳＳＨ卒業生の声」（４名以上を目標）のページ作成

第２年次 ① ＳＳＨ事業の全教員の協力体制の構築

② スーパー・チューズデイの試行

③ 各種科学系コンテストへの参加者増加への取組み「ポイント制」についての検

討及び試行

④ 大阪公立大学との連携事業の開始

⑤ 冊子「 」の改善、編纂。特に、卒業生と連携し、

「ＳＳＨ卒業生の声」（６名以上を目標）のページ作成

⑥ 動画配信による成果の普及（物理科に化学科を加える）
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第３年次 ① ＳＳＨ事業の全教員の協力体制の確立

② スーパー・チューズデイの評価と検証、改善

③ 各種科学系コンテストの参加者増加への取組み「ポイント制」についての評価

と検証、改善

④ 大阪公立大学との連携事業の深化と近隣小中学校との連携事業の深化

⑤ 冊子「 」の改善、編纂。特に、卒業生と連携し、

「ＳＳＨ卒業生の声」（８名以上を目標）のページ作成

⑥ 動画配信による成果の普及（物理科、化学科に生物科を加える）

第４年次 ① 研究開発の検証と充実

② スーパー・チューズデイの評価と検証、改善

③ 各種科学系コンテストへの応募拡大への取組み「ポイント制」の確立

④ 大阪公立大学との連携事業の深化と近隣小中学校との連携事業の深化

⑤ 冊子「 」の改善、編纂。特に、卒業生と連携し、

「ＳＳＨ卒業生の声」（ 名以上を目標）のページ作成

⑥ 将来を担う教員の育成

第５年次 ① 研究開発の普及

② 科学系部活動の活性化（スーパー・チューズデイ）の評価と検証、改善

③ 各種科学系コンテストへの応募拡大への取組み「ポイント制」について確立す

る（Ⅱ期目時の２倍を目標とする）

④ 大阪公立大学との連携事業の深化と近隣小中学校との連携事業の深化

⑤ 冊子「 」の改善、編纂。特に、卒業生と連携し、

「ＳＳＨ卒業生の声」（ 名以上を目標）のページ作成

⑥ 将来を担う教員の育成

○教育課程上の特例 「総合な探究の時間」２単位を「探究Ⅰ」２単位で代替 

学科・

コース

開設する

教科・科目等

代替される

教科・科目等 対 象

教科・科目名 単 位 数 教科・科目名 単 位 数

文理学科 探究Ⅰ ２ 総合的な探究の

時間

２ 年全員

○令和４年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項 
・第１学年では、理数数学Ⅰ ６単位 と、理数物理、理数化学、理数生物 各２単位 、情報Ⅰ ２

単位 を履修させ、理数科目の時間数の内容の高度化など理数教育の重点化を図っている。ま

た、探究Ⅰ １単位 では探究活動に必要なサイエンスリテラシーと科学的手法を学ぶととも

に、成果をまとめ発表する力を育成した。

・第２学年では、理数数学Ⅱ ７単位 と、理数物理、理数生物（選択各２単位）、理数化学 ２

単位 を履修させ、理数科目の内容の高度化など理数教育の重点化を図っている。また、探究

Ⅱ ２単位 では、生徒の興味に応じたテーマで自ら課題研究を設定し、探究活動を行い、レポ

ートをまとめ、その研究成果を発表した。

・第３学年では、理数数学特論 ７単位 と理数物理、理数生物 選択各４単位 と理数化学 ４単

位 、さらにＳＳ科学実験（化学１単位、物理・生物から選択１単位）を履修させ、時間数の

増加および内容の高度化など理数教育の重点化を図った。また、探究Ⅲ（１単位）では、２年

生の指導助言を行った。また、２年次に行った探究内容を発展させ、レポートをまとめ、代表

グループ１班がその研究成果を全国大会等で発表した。

探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

○具体的な研究事項・活動内容 

１ グローバルスキル・研究倫理の育成

① 主体的に課題を設定し仮説を立てて課題研究を行う力の育成

１年生全員を外部発表に触れさせた。また、２年生の探究Ⅱでは、前年度末に選択者を集め、

学科
第１学年 第２学年 第３学年

科目名 単位数 科目名 単位数 科目名 単位数

文理学科 探究Ⅰ 探究Ⅱ 探究Ⅲ

対象 文理学科全員 選択者
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○教育課程上の特例 「総合な探究の時間」２単位を「探究Ⅰ」２単位で代替 

学科・

コース

開設する

教科・科目等

代替される

教科・科目等 対 象

教科・科目名 単 位 数 教科・科目名 単 位 数

文理学科 探究Ⅰ ２ 総合的な探究の

時間

２ 年全員

○令和４年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項 
・第１学年では、理数数学Ⅰ ６単位 と、理数物理、理数化学、理数生物 各２単位 、情報Ⅰ ２

単位 を履修させ、理数科目の時間数の内容の高度化など理数教育の重点化を図っている。ま

た、探究Ⅰ １単位 では探究活動に必要なサイエンスリテラシーと科学的手法を学ぶととも

に、成果をまとめ発表する力を育成した。

・第２学年では、理数数学Ⅱ ７単位 と、理数物理、理数生物（選択各２単位）、理数化学 ２
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○具体的な研究事項・活動内容 
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学科
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科目名 単位数 科目名 単位数 科目名 単位数

文理学科 探究Ⅰ 探究Ⅱ 探究Ⅲ
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自分の研究テーマについて考えさせる機会を作るとともに、テーマ発表会も行った。さらに、

大阪公立大学を中心とした大学や外部機関と積極的に連携し、指導に生かしている。 
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② 高大連携の拡大【大阪公立大学工学部との連携を強化した。探究時に大学教員による指導、

公立大学工学部の研究室訪問を実施した。】 
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【いずれの研修においても事前にレポート作成、事前講習を経て研修に臨んだ。また、事後学

習として、事前に調べた内容、現地で学んだ内容をポスターにまとめた。】

３ 科学的リテラシー・グローバルマインドセットの育成

① 海外連携校との相互交流と海外での研究発表

【探究に取り組んだ内容の英語発表の動画を撮影し、海外の大学の教授に見ていただき、講評

をいただいた】 
② 「生野高校における動物実験に関する指針」の指導

【本校の探究指導書である「Advice for Researchers」を用いて、研究倫理規定について探究 
受講生全員が学んだ。（本校探究指導書「Advice for Researchers＋Research Lab 

Notebook」P1～6 参照）】 
③ 実験及び実験手順の動画配信を利用した主体的学習参加意識と協働性の育成

  【物理科、化学科、生物科に加えて今年度は数学科でも反転学習用動画を配信した。】 
④ 英検等の奨励による英語４技能の育成

【８月に校内留学で海外の大学生と世界の問題について英語で議論・発表を行った。】 

４ 科学系部活動の活性化（スーパー・チューズデイ）と地域連携

化学同好会は今年度、本格的にテーマを決め継続的に研究を行った。１２月にはこどもサイエ 
ンスプランニング代表の方に案内していただきながら大阪市立科学館の見学を行った。数学研究 
同好会は８月のマスフェスタ、１１月には大阪公立大学主催のシンポジウムで発表するなど、外 
部の発表会に積極的に参加した。天文部は写真部と共同で天体観測を行い、天体についての仕組 
みをポスターで発表した。生物研究部は中学生向けの体験授業を実施した。探究Ⅱ選択者を近隣 
の小学校に連れて行き、実験教室を実施した。また、理数系実験教室を近隣小中学校で３回実施  
した。また、学校見学会で科学系部活動の生徒が授業を行った。 

５ ＳＳＨ事業の全教員の協力体制の土台強化

以前から本校にあったＳＳＨ委員会メンバーに加えて、今年度より新たに「ＳＳＨ協力委員」 
を設置した。また、全教員に対して役割分担を行い、より多くの教員が以前よりも深くＳＳＨ事  
業に関わることができるようにした。取組内容について全教員に職員会議、ＳＳＨ通信の発行等 
により一層の周知を図った。成果発表会では探究の授業を担当していない他教科の教員も審査に 
加わり、専門外の視点から客観的な視点での審査を行った。 
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６ 外部連携の拡大に向けた大阪公立大学との連携強化

探究Ⅱの授業時に大阪公立大学の教授や准教授、中間発表会、成果発表会時には学生の方も来 
てくださり、研究に対するアドバイスをいただいた。また、工学部の研究室訪問も実施した。 

７ 運営指導委員会の開催

中間発表会、ＳＳＨ探究Ⅱ成果発表会にあわせ、運営指導委員会を開催した。生徒の発表に対

する指導、及びＳＳＨ研究開発の内容について指導助言を得た。 

８ 成果の公表・普及

① 行事等を本校ＨＰ、ＳＳＨのページに公開した。また、生徒・保護者がよく見る校長ブログ

においてもＳＳＨ活動報告を行った。

② の改編・配布。ＳＳＨ卒業生の声を３名追加し、計８名の高校時

代のＳＳＨ活動の経験・今の自分に役立っていることを掲載した。 
③ ＳＳ科学実験書を配布した。

④ 「生野高校における動物実験に関する指針」の改訂・配布。 
⑤ 物理科、化学科、生物科に加えて今年度は数学科でも反転学習用動画を配信した。 

９ 事業の評価

生徒へのさまざまな評価に加え、教員、保護者へのアンケートにより成果を検証し、教員や保 
護者のＳＳＨ研究開発に対する理解の向上を図り、指導法改善、教員間の連携強化に寄与した。 

報告書の作成

ＳＳＨ行事等の様子を本校ＨＰに公開し、実施報告書、生徒の論文集を作成した。 
⑤ 研究開発の成果と課題  

○研究成果の普及について 
・報告書について広く配布するとともに、ＨＰで公開した。 
・本校編纂の「 」の配布

「Advice for Researchers」には、現代社会の直面している科学的な諸問題に関する項目や、 
実験データの統計学的、科学的処理方法に関する項目、プレゼンテーションの技法、研究倫  
理ガイドラインに加え、「生野高校における動物実験に関する指針」などが収録されている。  
全国のＳＳＨ指定校に配布するとともに、ＨＰで公開している。今年度新たに「ＳＳＨ卒業生の

声」に３名を追加した（計８名）。 
・「ＳＳ物理実験書」「ＳＳ化学実験書」「ＳＳ生物実験書」の配布 

平成 年度に「ＳＳ物理実験書」「ＳＳ化学実験書」「ＳＳ生物実験書」を作成し、全国のＳ

ＳＨ指定校、及び大阪府内の高等学校に配布している。 
・動画配信による普及 

物理科、化学科、生物科に加えて今年度は数学科でも反転学習用動画を配信した。また、大阪

府生徒研究発表会特設サイトに本校から約１７０本の実験動画を投稿した。 
・近隣の小中学校との交流 

探究Ⅱ選択者が講師となり、小学校で実験教室を実施した。また、理数系実験教室を近隣小中

学校で３回実施した。また、学校見学会で科学系部活動の生徒が授業を行った。 

○実施による成果とその評価 
１ グローバルスキル・研究倫理の育成 
・２年生の探究Ⅱでは、前年度末のテーマ探しとテーマ発表会の設定によって、各班の研究テー

マが比較的すぐに決まり、探究活動に入ることができた。「中間発表会」の後に、大学教員等

の指導を仰ぎ、探究内容を充実させることができた。その結果、「グローバルリーダー育成評

価テスト」における理系探究Ⅱスタンダード選択者の「自分の探究テーマに粘り強く取り組み、

納得するまで研究を続けたい」の項目が、他の生徒に比べて著しく大きく伸びた。

・成果発表会では の班が英語で口頭発表を行い、生徒の発表スキルが向上した。「グローバ

ルリーダー育成評価テスト」では、理系探究Ⅱスタンダード選択者の「英語発表を理解する力」

「発表・質疑応答をする力」の数値が、その他の生徒よりも伸びが大きかった。

・実験技能の育成をめざした実験重視の授業をとおして、「グローバルリーダー育成評価テスト」

では、特に２年生理系探究Ⅱスタンダード選択者の「実験デザイン」「実験の遂行」「科学的

な主張をする力」に関する項目の数値が大きく伸びた。

・課題図書を設定し、探究や理科の授業においてデータの扱いについての指導を行ったことで、

生徒の倫理観が養えた。「グローバルリーダー育成評価テスト」では、特に２年生理系探究Ⅱ
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物理科、化学科、生物科に加えて今年度は数学科でも反転学習用動画を配信した。また、大阪

府生徒研究発表会特設サイトに本校から約１７０本の実験動画を投稿した。 
・近隣の小中学校との交流 

探究Ⅱ選択者が講師となり、小学校で実験教室を実施した。また、理数系実験教室を近隣小中

学校で３回実施した。また、学校見学会で科学系部活動の生徒が授業を行った。 

○実施による成果とその評価 
１ グローバルスキル・研究倫理の育成 
・２年生の探究Ⅱでは、前年度末のテーマ探しとテーマ発表会の設定によって、各班の研究テー

マが比較的すぐに決まり、探究活動に入ることができた。「中間発表会」の後に、大学教員等

の指導を仰ぎ、探究内容を充実させることができた。その結果、「グローバルリーダー育成評

価テスト」における理系探究Ⅱスタンダード選択者の「自分の探究テーマに粘り強く取り組み、

納得するまで研究を続けたい」の項目が、他の生徒に比べて著しく大きく伸びた。

・成果発表会では の班が英語で口頭発表を行い、生徒の発表スキルが向上した。「グローバ

ルリーダー育成評価テスト」では、理系探究Ⅱスタンダード選択者の「英語発表を理解する力」

「発表・質疑応答をする力」の数値が、その他の生徒よりも伸びが大きかった。

・実験技能の育成をめざした実験重視の授業をとおして、「グローバルリーダー育成評価テスト」

では、特に２年生理系探究Ⅱスタンダード選択者の「実験デザイン」「実験の遂行」「科学的

な主張をする力」に関する項目の数値が大きく伸びた。

・課題図書を設定し、探究や理科の授業においてデータの扱いについての指導を行ったことで、

生徒の倫理観が養えた。「グローバルリーダー育成評価テスト」では、特に２年生理系探究Ⅱ

スタンダード選択者の、研究不正やデータの扱いに関する項目の数値が著しく大きく伸びた。

・大阪府学生科学賞へ６班が応募し、すべて佳作であった。また、大阪サイエンスデイ１部で８

班、２部で３班が発表し、１班が銀賞を受賞した。さらに、化学の１班が化学工学会学生発表

会で発表を行い、奨励賞を受賞した。数学研究同好会を含む３班がマスフェスタで発表を行っ

た。科学オリンピックにも積極的に参加し、日本数学オリンピックでは地区表彰者が２名出た。

２ 科学的キャリア教育プログラム（ミラクルチャレンジ） 
コロナ禍前に生徒から高評価だった研修に加え、過去の校外研修にはなかった分野の研修を追 

加した。事前にレポート作成、事前講習を経て研修に臨んだ。事後学習として、事前学習、現地 
で学んだ内容をポスターにまとめた。 

・ＳＳＨ特別講義 「ＩＣＴ×教育－情報教育の未来を見据えて」 
「再生医療と医科学の今後の方向性」 「成果発表２か月前講座」 
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の経験・現在に活きている話を掲載した。探究が将来に活きていることを伝えられた。 
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③ ＳＳ科学実験書を配布した。

④ 「生野高校における動物実験に関する指針」の改訂・配布。 
⑤ 反転授業用の動画を用いることで、自宅でも何度も学習することができ、事前に弱点を見つ

けておくことで、自身で考えながら学習する力を身につけることができたと考えられる。  

９ 事業の評価

生徒へのさまざまな評価に加え、教員、保護者へのアンケートにより研究成果を検証し、教  
員や保護者のＳＳＨ研究開発に対する理解の向上を図り、教員の指導方法の改善、教員間の連携 
強化に寄与した。（第４章 実施の効果とその評価 参照） 

報告書の作成

ＳＳＨ行事等の様子を本校ＨＰに公開し年度末に実施報告書、生徒の論文集を作成した。 

○実施上の課題と今後の取組 
１ グローバルスキル・研究倫理の育成 
・今年度は前年度末にテーマ設定の機会を作ったことと、年度当初に探究Ⅱの授業を多く組み込

むことで、例年よりも早い段階で、テーマが決定し、活動に取り組むことができた。 
・英語発表と研究倫理についての指導は、本校の強みであり、今後も継続的に行いたい。 
・校内体制を見直したことで、科学系クラブの外部での発表本数が増加した。大阪サイエンスデ

イや大阪府学生科学賞において、高い評価が得られる研究発表を増やすために、さらに深い課

題研究ができるよう継続研究を設定したい。 

２ 科学的キャリア教育プログラム（ミラクルチャレンジ） 
３年ぶりの校外研修を本格再開した。定員を超える希望があった研修もあれば、希望者数が非

常に少ない研修もあった。過去２年間校外研修があまり行えていなかったことにより、上級生か

らの「行ってよかった」の声、募集の際に研修の様子が生徒に伝わり切れていなかったことが要

因と考えられる。研修に参加した生徒のアンケートでは「面白く興味深かった」と肯定的評価し

た生徒の割合がいずれの研修も を越え、「科学技術への関心が高まった」と回答した生徒の

割合もいずれの研修も を越えた。募集の際に、クラス掲示する広告にこの結果、参加者の声

を掲載し、今年度から事後のポスターの掲示を行ったので、その効果も検証して行きたい。

３ 科学的リテラシー・グローバルマインドセットの育成 
・「海外志向（海外大学や企業に進出する意欲）」がやや低めである。オンラインの活用や場所

の検討によって、持続可能な国際交流の形を見つけ、生徒の視野を広げる支援をしたい。

・実験動画を利用した反転授業について、より多くの教科でより多くの回数を実施する。  

４ 科学系部活動の活性化（スーパー・チューズデイ）と地域連携 
前年度までに比べると、本格的な研究・中学生対象の実験授業実施等、科学系部活動は活性化  

したが、部活動間で連携した活動は行えていない。各部活動は火曜日に活動できているので、月 
に１回は交流の機会をつくり、次年度は科学系部活動が集ってイベント、実験教室を実施したい。 

５ ＳＳＨ事業の全教員の協力体制の土台構築

関係資料④ ＳＳＨ活動に関する教員アンケートより、「本校が全校協力体制になっている」 
と感じている教員の割合が であった。全員に役割分担を行っているものの、ＳＳＨ事業に対 
する関わり方で個人間に差があると感じている教員もいる。今年度実施した教員アンケートの結 
果をもとに、次年度の体制についても検討していきたい。 

６ 外部連携の拡大に向けた大阪公立大学との連携強化

探究Ⅱの授業時に大阪公立大学の教員の訪問回数については昨年度と同程度であった。理系探 
究では授業回数の都合上、放課後、長期休暇中の活動を含めても、前期中では研究内容の深化に  
まで至っておらず、深化が進む後期に来ていただいている状況である。仮説、実験方法を考える

ことは研究の根幹であり、次年度は前期の間にも来ていただき、アドバイスをいただきたい。 
⑥ 新型コロナウイルス感染症の影響

・スーパーカミオカンデでの研修を企画していたが、コロナ感染症の影響で実施できなかった。

その代替案として大阪公立大学工学部の研究室訪問を実施した。

・アメリカサイエンスツアーを企画していたが、現地での感染した場合のリスクを鑑みて、また、

円安の影響もあり実施できなかった。その代替案として、屋久島・種子島サイエンスツアーを

実施した。
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別紙様式２－１ 
大阪府立生野高等学校 指定第Ⅲ期目 ～  

 
❷令和４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

 
① 研究開発の成果  
１ グローバルスキル・研究倫理の育成

探究Ⅰ（第１学年、全員）

地歴公民科の教員によるティームティーチングで、探究の基礎を学ぶ。ＳＤＧｓに関するテー

マを班ごとに設定させ、『Advice for researchers』を活用しながら問いを見つけたり深めたりし、

調査や報告、班内討議を経てクラス内発表を行った。この授業を通して、生徒は自分の問いや、

新たな見方・考え方を獲得し、探究を協働的に発展させていく力を育てた。また、資料作成や発

表能力も実践的に身についた。年度後半は特に「質問力」に力を入れて指導をした結果、クラス

内では、自ら挙手をして他班の発表に対する疑問や意見を述べる生徒が多くみられ、その姿勢が

「成果発表会」における、学年をまたぐ活発な議論にもつながった。さらに、１年を通してポー

トフォリオを活用し、取り組んだ具体的内容や班内での役割、次回までに取り組むべき課題を明

確にしながら、これまでの流れを踏まえて課題に取り組むサイクルを経験させることができた。 
以上について、アンケート結果（第４章 ４）でも「５．自分が深く研究したいテーマや学び

たい分野がある」「９．疑問に対して、信頼度の高い情報の集め方を知っている」「17．自分の

学び（実験・調査・考察など）の記録を、きちんと残している。」の数値の伸びに表れている。 

探究Ⅱ（第２学年、全員）

文理学科文科の生徒約 名、文理学科理系の生徒約 名と約 名（計約 名）に分か

れて実施した。指導にあたっては、大阪公立大学をはじめとした大学や関係機関と積極的に連携

した。実践を通して、理系探究選択者を中心に「仮説を立て、検証方法を考え、実施し、結果を

解釈し、結論づける」という仮説検証型の研究を体験的に習得させることができた。成果発表会

に際しては、本格的な研究発表の場を設定することを教員間で共有し、文系班を含む全ての班が

発表に英語を用いた。特に「理系スタンダード」選択者の多くはオールイングリッシュで発表し

た。外部発表への指導にも力を入れ、大阪サイエンスデイで銀賞を受賞した。化学工学会学生発

表会にて１班が発表を行い、奨励賞を受賞した。

以上の成果は、アンケート結果（第４章 ４）より、理系探究参加者の集団における、「科学

的マインドセット」「科学的スキル」のすべての項目の著しい伸びとして表れている。特に「20．
理数系科目に興味・関心がある」、「23．新しい科学技術や科学研究について学びたい」、「26．
問いに対して仮説を立てたり、実験結果をもとに考察したりすることができる」の項目で顕著で

ある。関係資料⑤からも、１年間の探究Ⅱにおいて、3 以外の項目で、事前・事後で比較すると、

肯定的評価が大きく増加したことがわかる。 

探究Ⅲ（第３学年、選択者）

２学年の「探究Ⅱ」の最終成果発表会で運営指導委員の先生方から高い評価を得た班が、３学

年になっても引き続き研究を行った。また、８月のＳＳＨ全国生徒研究発表会では、本校代表と

して発表を行った。生徒は、これまでの研究を発展的に深め、他校生の発表からも刺激を受けな

がら、自分たちの研究の課題や価値を改めて見出すことができた。審査員や他校の生徒から「着

眼点が良い」という評価を得て「継続研究を後輩に託して定量的に発展させてはどうか」という

助言を得られたことは大きな自信につながり、選択者の進路選択にも影響を与えたようである。
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ＳＳ科学実験（第３学年）

ほぼ毎授業で演示実験を行ったことに加え、文系・理系を問わず、生徒実験も、物理科で約１

５回、化学科で約２０回、生物科で約５回行った。ＹｏｕＴｕｂｅによる実験や授業の動画もさ

らに増やし、物理科に加え化学科も約２０本、生物科でも実験動画や授業動画の配信を行ってい

る。演示や生徒実験は生徒に好評で、実践的な実験技能の育成や、現象の理論的な理解に役立つ

だけでなく、生徒の科学的好奇心を大いに刺激した。また動画を用いた事前学習により、実験時

間内で協働的に考察を深めることや、複雑な計算・演習をすることも可能となった。これらの動

画は大阪府教育センター主催の理科研修や同志社大学の理科教員志望学生の授業でも活用され

将来を担う教員のためにも役立っている。また、海外でも視聴されている。 

２ 科学的キャリア教育プログラム（ミラクルチャレンジ）の充実

コロナ禍前に生徒から高評価だった研修に加え、過去の校外研修にはなかった分野（海洋学等） 
の研修を追加した。いずれの研修においても事前にレポート作成、事前講習を経て研修に臨んだ。

また、事後学習として、事前に調べた内容、現地で学んだ内容をポスターにまとめた。  
・ＳＳＨ特別講義「再生医療と医科学の今後の方向性」（７／７（木）） 

  「ＩＣＴ×教育－情報教育の未来を見据えて」（７／１９（火）） 
  「成果発表２か月前講座 －研究のツボ、発表のツボ－」（１１／２２（火）） 

・西はりま天文台実習（７／２６（火）・２７（水）） 
・岸上獣医科病院研修（１１／２０（火）） 
・大阪公立大学工学部の４つの研究室訪問（１２／７（水）・２８（木）） 
・大阪市立科学館ツアー（１２／１０（土）） 
・海遊館ツアー（１２／１１（日）） 
・種子島・屋久島サイエンスツアー（１２／２４（土）～２７（火）） 
・大阪教育大学コムギの遺伝実習（１／２１（土）） 
分野を拡大したことにより、より多くの生徒が自身の興味に基づく研修に参加することができ  

た。事前・事後学習を充実させたことで、生徒はより深くその内容について学ぶことができたと

ともに、興味の深化にもつながったと思われる。また、多くの生徒にとって将来について考える

大きなきっかけになったと考えられる（第３章 科学的キャリア教育プログラムの充実 参照）。

３ 科学的リテラシー・グローバルマインドセットの育成

実験動画、実験手順の動画配信

昨年度までは物理科、化学科、生物科が多く動画を配信していたが、今年度は数学科において

も動画配信・公開を積極的に行った。３学年の「ＳＳ科学実験」への活用だけでなく、１・２年

生も自主的に授業の予習復習に活用している。また、経験の浅い教員や転勤直後の教員も積極的

に視聴しており、校内の科学系教科・科目の教育水準の向上にも寄与している 

科学英語の授業への普及

本年度も、本校理科教員が普段の授業および生徒実験において英語を活用するため、ネイテ

ィブの教員と協力して教材を開発した。授業プリントの英語化、重要単語の英語による表現、事

前学習用の動画の英語化等である。これらにより育った素地が、２月の「成果発表会」の英語発

表やその聴講、また、国際交流活動時の積極的なコミュニケーションにつながっている。  

４ 科学系部活動の活性化（スーパー・チューズデイ）と地域連携 
化学同好会は今年度、本格的にテーマを決め継続的に研究を行った。１２月にはこどもサイエ 

ンスプランニング代表の方に案内していただきながら大阪市立科学館の見学を行った。数学研究

同好会は８月のマスフェスタ、１１月には大阪公立大学主催のシンポジウムで発表するなど、外
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ンスプランニング代表の方に案内していただきながら大阪市立科学館の見学を行った。数学研究

同好会は８月のマスフェスタ、１１月には大阪公立大学主催のシンポジウムで発表するなど、外
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みをポスターで発表した。生物研究部は中学生対象に、標本作成・ 抽出実験の体験授業を実

施した。探究Ⅱ選択者を近隣の小学校に連れて行き、実験教室を実施した。また、理数系実験教

室を近隣小中学校で３回実施した。また、学校見学会で科学系部活動の生徒が授業を行った。実

施前に何度も生徒同士で相談、模擬授業を行い、専門的知識を持ち合わせていない児童・生徒対

象にどのようにして科学を楽しく伝えるかを考えるよいきっかけになったと思われる。  

５ ＳＳＨ事業の全教員の協力体制の土台強化 
今年度の始まりに、ＳＳＨ委員会より、全教員にＳＳＨ活動における役割をあて、全校協力体 

制の呼びかけを実施した。また、今年度より新たに「ＳＳＨ協力委員」を設け、より多くの教員

がより深くＳＳＨ事業に関わるようにした。これまであまりＳＳＨに参加しようとしていなかった教員

のＳＳＨ活動に対する敷居が下がり、広報活動等で協力体制ができつつある。本事業の取組内容に

ついて全教員に職員会議、ＳＳＨ通信の発行等により一層の周知を図った。以前は理系教科の教

員が中心になり進めていた活動についても、文系科目の教員が協力することにより、各種イベン

トの広報活動を充実させ、すそ野の拡大を図ることができた。 
成果発表会では探究の授業を担当していない他教科の教員も審査に加わり、専門外の視点から 

客観的な視点での審査を行った。 

６ 外部連携の拡大に向けた大阪公立大学との連携強化

探究Ⅱの授業時に大阪公立大学の教授や准教授、中間発表会、成果発表会時には学生の方も来 
てくださり、研究に対するアドバイスをいただいた。定期的に来ていただいたこともあり、成果 
発表会後の運営指導委員会では中間発表からの深化についても助言をいただいた。また、工学部 
の研究室訪問も実施した。 

７ 運営指導委員会の開催

中間発表会、ＳＳＨ探究Ⅱ成果発表に合わせて、運営指導委員会を開催した。生徒の発表に対

する指導およびＳＳＨ研究開発の内容について指導助言を得た。次年度以降、学際班を増やして 
いく方法についても助言をいただいた。 

８ 成果の公表・普及

① ＳＳＨ行事等の様子を本校ＨＰ、ＳＳＨのページにアップロードした。また、生徒・保護者

がよく見る校長ブログにおいてもＳＳＨ活動報告を行った。また、校外研修のポスターを掲示

することで、それを見て、次年度以降参加しようという意欲喚起につながったと思われる。

② の改編・配布。ＳＳＨ卒業生の声を３名追加し、計８名の高校時 
代のＳＳＨ活動の経験・今の自分に役立っていることを掲載した。探究に取り組むことで、将 
来に活きてくることを伝えることができた。 

③ ＳＳ科学実験書を配布した。

④ 「生野高校における動物実験に関する指針」の改訂・配布。 
⑤ 物理科、化学科、生物科は以前より反転学習用動画を用いた授業を行っていたが、今年度は  

数学科でも反転学習用動画を配信した。反転授業用の動画を用いることで、自宅でも何度も学

習することができ、分からないところを事前に見つけておくことで、自身で考えながら学習す

る力を身につけることができたと考えられる。 
大阪府生徒研究発表会では特設サイトに本校から約１７０本の実験動画を投稿した。  
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９ 事業の評価

生徒へのさまざまな評価に加え、教員、保護者へのアンケートにより研究成果を検し、教員

や保護者のＳＳＨ研究開発に対する理解の向上を図り、教員の指導方法の改善、教員間の連携

強化に努めた（第４章 実施の効果とその評価 参照）。 
報告書の作成

各行事報告、「ＳＳ科学実験」動画配信等については生野高校のＨＰに可能な限り早くアッ

プロードした。また、年度の終わりに実施報告書、生徒の論文集を作成した。 
 
② 研究開発の課題  

１ グローバルスキル・研究倫理の育成 
１年生の「探究Ⅰ」では、問いを見つける力や協働性、資料作成力、発表力などを実践的に

育てられたが、少数ではあるが、班活動の中で力を出し切れなかった生徒や育ち切れなかった

生徒もいる。次年度の「探究Ⅱ」で、より実践的な探究を行うなかできめ細やかな指導をして

いく。 
２年生の探究Ⅱでは、早めのテーマ設定と指導が研究の深まりにつながったが、こちらも、

班によって仮説・検証方法を調べてまとめた内容に差があった。また、実験結果をノートに記

載する際にも、測定値がメモ書きのようになっており、結果をまとめる際に苦労した場面も見

受けられた。探究Ⅱを始める前に、ノートの取り方、実験器具の使い方などの基本事項を指導

する必要がある。今年度は、化学と美術の「学際」班を作り、外部での発表会にも積極的に参

加した。次年度もその輪を広げていきたい。また、次年度以降も、探究Ⅱの「中間発表会」お

よび「成果発表会」の運営をひとつの契機にして、ＳＳＨの全校協力体制を進めたい。 
探究Ⅲは、全国大会出場班だけでなく、これまで有志の形で探究を進めてきた３年生たちを

より体系的に指導・支援する形で充実を図る。また、今後も実験・観察を重視した授業を行う。 

２ 科学的キャリア教育プログラム（ミラクルチャレンジ） 
３年ぶりの校外研修を本格再開したこともあり、定員を超える希望があった研修もあれば、

希者数が非常に少ない研修もあった。その要因として、過去２年間校外研修があまり行えてい

なかったことにより、上級生からの「行ってよかった」の声、募集の際に研修の様子が生徒に

伝わり切れていなかったことが考えられる。研修に参加した生徒のアンケートでは「面白く興

味深かった」に対して肯定的評価した生徒の割合がいずれの研修も を越え、「科学技術へ

の関心が高まった」と回答した生徒の割合もいずれの研修も を越えた。次年度は募集の際

に、クラス掲示するパンフレットにこれらの結果、参加者の声を掲載していきたい。関係資料

②より生野高校の今後に期待している生徒の割合は多いため、生徒が希望する研修に参加でき

るように、部活動の大会等の両立の仕方、参加希望数が少なかった研修については、内容に加

え、広報活動の仕方を見直し、参加者数増加をめざしたい。また、今年度から事後のポスター

の掲示を行ったので、その効果についても検証して行きたい。

３ 科学的リテラシー・グローバルマインドセットの育成 
英語による実験事前学習動画を用いた反転授業の実施や、専門用語の英語表記を示した教材

を使用する活動は効果的であったと思われるが、生徒が理科の時間に実際に英語を話す機会は

少なかったと思われる。聴く・見るのみだけではなく、今後は話す機会も必要になってくる。

「成果発表会」の在り方の検討も含めて、英語を用いた議論、質疑応答等の活動をより支援す

る体制をつくる必要がある。また、現在、海外研修が行われておらず、実践的な英語発表の機

会が少ない。オンラインでの実施も模索しながら、実践的に科学について英語でやり取りする

機会を設定し、より多くの生徒が「グローバルマインドセット」を育てられるようにする。

これまでは物理科、化学科、生物科で動画の配信を行っていたが、今年度は数学科でも反転

−12−



−13−

９ 事業の評価

生徒へのさまざまな評価に加え、教員、保護者へのアンケートにより研究成果を検し、教員

や保護者のＳＳＨ研究開発に対する理解の向上を図り、教員の指導方法の改善、教員間の連携

強化に努めた（第４章 実施の効果とその評価 参照）。 
報告書の作成

各行事報告、「ＳＳ科学実験」動画配信等については生野高校のＨＰに可能な限り早くアッ

プロードした。また、年度の終わりに実施報告書、生徒の論文集を作成した。 
 
② 研究開発の課題  

１ グローバルスキル・研究倫理の育成 
１年生の「探究Ⅰ」では、問いを見つける力や協働性、資料作成力、発表力などを実践的に

育てられたが、少数ではあるが、班活動の中で力を出し切れなかった生徒や育ち切れなかった

生徒もいる。次年度の「探究Ⅱ」で、より実践的な探究を行うなかできめ細やかな指導をして

いく。 
２年生の探究Ⅱでは、早めのテーマ設定と指導が研究の深まりにつながったが、こちらも、

班によって仮説・検証方法を調べてまとめた内容に差があった。また、実験結果をノートに記

載する際にも、測定値がメモ書きのようになっており、結果をまとめる際に苦労した場面も見

受けられた。探究Ⅱを始める前に、ノートの取り方、実験器具の使い方などの基本事項を指導

する必要がある。今年度は、化学と美術の「学際」班を作り、外部での発表会にも積極的に参

加した。次年度もその輪を広げていきたい。また、次年度以降も、探究Ⅱの「中間発表会」お

よび「成果発表会」の運営をひとつの契機にして、ＳＳＨの全校協力体制を進めたい。 
探究Ⅲは、全国大会出場班だけでなく、これまで有志の形で探究を進めてきた３年生たちを

より体系的に指導・支援する形で充実を図る。また、今後も実験・観察を重視した授業を行う。 

２ 科学的キャリア教育プログラム（ミラクルチャレンジ） 
３年ぶりの校外研修を本格再開したこともあり、定員を超える希望があった研修もあれば、

希者数が非常に少ない研修もあった。その要因として、過去２年間校外研修があまり行えてい

なかったことにより、上級生からの「行ってよかった」の声、募集の際に研修の様子が生徒に

伝わり切れていなかったことが考えられる。研修に参加した生徒のアンケートでは「面白く興

味深かった」に対して肯定的評価した生徒の割合がいずれの研修も を越え、「科学技術へ

の関心が高まった」と回答した生徒の割合もいずれの研修も を越えた。次年度は募集の際

に、クラス掲示するパンフレットにこれらの結果、参加者の声を掲載していきたい。関係資料

②より生野高校の今後に期待している生徒の割合は多いため、生徒が希望する研修に参加でき

るように、部活動の大会等の両立の仕方、参加希望数が少なかった研修については、内容に加

え、広報活動の仕方を見直し、参加者数増加をめざしたい。また、今年度から事後のポスター

の掲示を行ったので、その効果についても検証して行きたい。

３ 科学的リテラシー・グローバルマインドセットの育成 
英語による実験事前学習動画を用いた反転授業の実施や、専門用語の英語表記を示した教材

を使用する活動は効果的であったと思われるが、生徒が理科の時間に実際に英語を話す機会は

少なかったと思われる。聴く・見るのみだけではなく、今後は話す機会も必要になってくる。

「成果発表会」の在り方の検討も含めて、英語を用いた議論、質疑応答等の活動をより支援す

る体制をつくる必要がある。また、現在、海外研修が行われておらず、実践的な英語発表の機

会が少ない。オンラインでの実施も模索しながら、実践的に科学について英語でやり取りする

機会を設定し、より多くの生徒が「グローバルマインドセット」を育てられるようにする。

これまでは物理科、化学科、生物科で動画の配信を行っていたが、今年度は数学科でも反転

授業用の動画を配信した。授業の理解度アンケートの結果を見ると、理科の授業に対する肯定

意見の割合が非常に高く、ＹｏｕＴｕｂｅを利用した実験予習動画は効果が大きいことが判明

した。授業プリントの英語化、重要単語の英語による表現、事前学習用のＹｏｕＴｕｂｅ動画

の英語化等を行った。また、成果発表会では２５本の班が英語で発表を行った。

今年度もコロナウイルス感染拡大、また円安の状況によりアメリカサイエンスツアーは中止

となった。アメリカの連携校であるモンゴメリーブレアハイスクール、オーストラリアのＦＣ

ＡＣとは継続的な交流の機会を作っていきたいと考えている。オンラインでの方法も視野に入

れつつ、本校、オーストラリアのＦＣＡＣ、アメリカのＭＢＨＳの３校での合同研究発表会の

可能性も模索していきたい。

４ 科学系部活動の活性化（スーパー・チューズデイ）と地域連携 
前年度までに比べると、本格的な研究・中学生対象の実験授業実施等、科学系部活動は活性

化したが、科学系部活動が連携した活動は行えていない。基本的に、各部活動は火曜日に活動

できているので、月に１回はお互いの研究・活動報告を行い交流を深める中で、共同で活動す

る機会を今後は増やしていく必要がある。 

５ ＳＳＨ事業の全教員の協力体制の土台構築

一方で、関係資料④ＳＳＨ活動に関する教員アンケートより、本校が全校協力体制になって

いると感じている教員の割合は ％であった。全員に役割分担を行っているものの、ＳＳＨ

事業に対する関わり方で個人間に差があると感じている教員もいる。学際的グローバルリーダ

ーの育成、探究学際班増加に向けて、教科の枠を越えて学校全体で取り組んでいく体制づくり

に向けて、今年度終了時にＳＳＨ委員会内で、アンケートを実施し、総括を行った。この意見

を参考に次年度の体制について考えていきたい。 

６ 外部連携の拡大に向けた大阪公立大学との連携強化

本校への訪問回数については昨年度と同程度であった。理系探究では授業回数の都合上、放

課後、長期休暇中の活動を含めても、前期中では研究内容の深化にまで至っておらず、深化が

進む後期に来ていただいている状況である。仮説、実験方法を考えることは研究の根幹であり、

それを進める前期の間にも次年度は来ていただき、アドバイスをいただきたい。 

８ 成果の公表・普及

授業動画の配信は以前は物理科・化学科・生物科の理科が中心で行っていたが、今年度は数

学科でも実施した。数学科では後期のほとんどの授業で反転授業を実施しており、生徒も分か

らないところは繰り返して再生する等、効率的に活用していた。動画本数は数多くになるが、

画質の面等、改善点もあるため、その活用方法を含めて、次年度に向けて検討していく必要が

ある。

９ 事業の評価

生徒へのさまざまな評価に加え、教員、保護者へのアンケートにより研究成果を検証し、教 
員や保護者のＳＳＨ研究開発に対する理解の向上を図り、教員の指導方法の改善、教員間の連

携強化につなげていきたい（関係資料②～⑤参照）。 

報告書の作成

  ＳＳＨの行事等をＨＰにアップロードし年度末に実施報告書、生徒の論文集を作成した。よ

り多くの人にも読んでもらえるよう、ＨＰをより活用して発信していきたい。 
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第第１１章章 研研究究開開発発のの課課題題

１１ 学学校校のの概概要要
（１）課程・学科・学年別生徒数、学級数

課程 学科
第１学年 第２学年 第３学年 計

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

全日制 文理学科

（２）教職員数

校長 教頭 首席
指導
教諭

教諭 講師
養護
教諭

非常勤
講師

実習
教員

事務
職員

技術
職員

計

２２ 研研究究開開発発のの課課題題
学際的グローバルリーダーの育成

３３ 研研究究開開発発のの目目標標・・実実践践及及びび実実践践結結果果のの概概要要

（１）グローバルスキル・研究倫理の育成
① 主体的に課題を設定し仮説を立てて課題研究を行う力の育成
② 英語でのプレゼンテーション能力育成の段階的なプログラム開発
③ 実験を重視した理科授業の実施、高い実験技能の育成
④ 教科「探究」での科学における倫理観の育成
⑤ 科学系コンテストの参加数、入賞者の拡大
⑥ 研究倫理ガイドラインの指導

探究Ⅰ（第１学年）
１年間を通して地歴公民科の教員がティームティーチングで、「 」を使用

して学習を進めるとともに、教科「情報」の内容を踏まえた情報収集とプレゼンテーションソフトに
関する学習により、グローバルスキルを育んだ。環境問題、生命倫理、グローバル化などから班毎に
テーマを設定し、調査、班内討議、中間報告を経て、クラス内で口頭発表会を行った。
また、校内で行う「探究Ⅱ」の９月中間発表会、２月成果発表会での２年生の発表を聴講して、

次年度履修する「探究Ⅱ」のテーマを自ら設定する能力を育成した。さらに、校外におけるＳＳＨ
生徒研究発表会、大阪サイエンスデイなど各種発表会に参加を奨励して、ほぼ全員が参加した。

探究Ⅱ（第２学年）
文理学科文科の生徒約 名、文理学科理系の生徒は約 名と約 名（計約 名）に分かれ

て実施した。生徒は探究時間外の放課後や夏休み・放課後に集まり、熱心に取り組んだ成果もあり、
中間発表後の運営指導委員会では高い評価を多数いただいた。
大阪サイエンスデイ第１部では８班がポスター発表を行った。事前に質問を想定して資料を準備し

ていたこともあり、当日は落ち着いて質疑に答えていた印象である。第２部では第１部で評価が高か
った３班が口頭発表を行い、うち１班は銀賞を受賞した。化学１班は化学工学会生徒発表会で発表を
行い、奨励賞を受賞した。指導あたっては、本校の教員のみならず、大阪公立大学教員、卒業生等の
探究アドバイザーに指導を仰ぎながら実施した。数学オリンピックで地区表彰者が２名でた。

探究Ⅲ（第３学年，選択者）
２学年の「探究Ⅱ」の最終成果発表会で運営指導委員の先生方から好評を得た１班が、３学年にな

っても引き続き、研究内容の発展や発表練習を行った。８月のＳＳＨ全国生徒研究発表会で本校代表
として発表を行った。

ＳＳ科学実験（第３学年）
本校では以前より実験を重視した授業を行ってきた。生徒実験を物理科で約 回、化学科で約

回生物科で約５回行った。またそれ以外にほぼ毎回の授業で演示実験を行った。文系の化学の授業で
も、多くの実験を取り入れた。既存の豊富な実験機材に加え、ＳＳＨ研究開発指定により購入した実
験機材によって、様々な実験ができる環境が整っており、科学に対する興味関心を、実体験を伴った
形で高めることができている。また、以前は物理科を中心にＹｏｕＴｕｂｅによる実験や授業動画を
配信していたが、化学科でも約 本、生物科、数学科でも実験動画や授業動画の配信を行った。 
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第第１１章章 研研究究開開発発のの課課題題

１１ 学学校校のの概概要要
（１）課程・学科・学年別生徒数、学級数

課程 学科
第１学年 第２学年 第３学年 計

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

全日制 文理学科

（２）教職員数
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指導
教諭

教諭 講師
養護
教諭

非常勤
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事務
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２２ 研研究究開開発発のの課課題題
学際的グローバルリーダーの育成

３３ 研研究究開開発発のの目目標標・・実実践践及及びび実実践践結結果果のの概概要要

（１）グローバルスキル・研究倫理の育成
① 主体的に課題を設定し仮説を立てて課題研究を行う力の育成
② 英語でのプレゼンテーション能力育成の段階的なプログラム開発
③ 実験を重視した理科授業の実施、高い実験技能の育成
④ 教科「探究」での科学における倫理観の育成
⑤ 科学系コンテストの参加数、入賞者の拡大
⑥ 研究倫理ガイドラインの指導

探究Ⅰ（第１学年）
１年間を通して地歴公民科の教員がティームティーチングで、「 」を使用

して学習を進めるとともに、教科「情報」の内容を踏まえた情報収集とプレゼンテーションソフトに
関する学習により、グローバルスキルを育んだ。環境問題、生命倫理、グローバル化などから班毎に
テーマを設定し、調査、班内討議、中間報告を経て、クラス内で口頭発表会を行った。
また、校内で行う「探究Ⅱ」の９月中間発表会、２月成果発表会での２年生の発表を聴講して、

次年度履修する「探究Ⅱ」のテーマを自ら設定する能力を育成した。さらに、校外におけるＳＳＨ
生徒研究発表会、大阪サイエンスデイなど各種発表会に参加を奨励して、ほぼ全員が参加した。

探究Ⅱ（第２学年）
文理学科文科の生徒約 名、文理学科理系の生徒は約 名と約 名（計約 名）に分かれ

て実施した。生徒は探究時間外の放課後や夏休み・放課後に集まり、熱心に取り組んだ成果もあり、
中間発表後の運営指導委員会では高い評価を多数いただいた。
大阪サイエンスデイ第１部では８班がポスター発表を行った。事前に質問を想定して資料を準備し

ていたこともあり、当日は落ち着いて質疑に答えていた印象である。第２部では第１部で評価が高か
った３班が口頭発表を行い、うち１班は銀賞を受賞した。化学１班は化学工学会生徒発表会で発表を
行い、奨励賞を受賞した。指導あたっては、本校の教員のみならず、大阪公立大学教員、卒業生等の
探究アドバイザーに指導を仰ぎながら実施した。数学オリンピックで地区表彰者が２名でた。

探究Ⅲ（第３学年，選択者）
２学年の「探究Ⅱ」の最終成果発表会で運営指導委員の先生方から好評を得た１班が、３学年にな

っても引き続き、研究内容の発展や発表練習を行った。８月のＳＳＨ全国生徒研究発表会で本校代表
として発表を行った。

ＳＳ科学実験（第３学年）
本校では以前より実験を重視した授業を行ってきた。生徒実験を物理科で約 回、化学科で約

回生物科で約５回行った。またそれ以外にほぼ毎回の授業で演示実験を行った。文系の化学の授業で
も、多くの実験を取り入れた。既存の豊富な実験機材に加え、ＳＳＨ研究開発指定により購入した実
験機材によって、様々な実験ができる環境が整っており、科学に対する興味関心を、実体験を伴った
形で高めることができている。また、以前は物理科を中心にＹｏｕＴｕｂｅによる実験や授業動画を
配信していたが、化学科でも約 本、生物科、数学科でも実験動画や授業動画の配信を行った。 
 

・今年度は前年度末にテーマ設定の機会を作ったことと、年度当初に探究Ⅱの授業を多く組み込むこ

とで、例年よりも早い段階で、テーマが決定し、活動に取り組むことができた。 
・英語発表と研究倫理についての指導は、本校の強みであり、今後も継続的に行いたい。 
・校内体制を見直したことで、科学系クラブの外部での発表本数が増加した。大阪サイエンスデイや

大阪府学生科学賞において、高い評価が得られる研究発表を増やすために、さらに深い課題研究が
できるよう継続研究を設定したい。

（２）科学的キャリア教育プログラム（ミラクルチャレンジ）
① 将来を見据えた科学的キャリア教育の実施
② 高大連携の拡大
③ ニーズに応じたプログラムの開発
④ 生徒の参加意識のさらなる向上
⑤ 事前事後学習の充実

ＳＳＨ特別講義：医科学の今後の方向性と再生医療に関する講義

動物再生医療の第一人者による、ｉＰＳ細胞や幹細胞などの近年の医療に関する技術の実際の応用

についての講義を実施した。（２年生探究Ⅱ履修者と希望者） 
ＳＳＨ特別講義：ＩＣＴ×教育－情報教育の未来を見据えて

大阪教育大学教授による情報化社会と情報教育についての講義を実施した。（２年生探究Ⅱ履修者と

希望者） 
ＳＳＨ特別講義：成果発表２か月前講座 －研究のツボ、発表のツボ－

元大阪市立科学館の学芸員の方に２月の成果発表会までにどのように研究を進め、どのような発表

ができたらステキな発表になるかついての講義を実施した。（２年生探究Ⅱ履修者と希望者） 
大阪教育大学コムギの遺伝研修

コムギの遺伝に関する講義および実習を大阪教育大学において実施した。 
西はりま天文台 天文学研修

人と自然の博物館の地球の成り立ちや地球上の生物の進化について学習を行った。西はりま天文台で、

なゆた望遠鏡を用いた観望会を実施した。

海遊館ツアー

世界最大級の水族館にて、多種多様な生き物たちを観察し、地球という生態系の中でお互いに密接

なつながりをもちながら生きていることを学び、学芸員による様々な海洋生物の特徴・行動について

の講義を受講した。 
大阪公立大学工学部研究室訪問

大阪公立大学工学部の４つの研究室に訪問し、施設の見学および在学生との意見交換を行った。

岸上獣医科病院実習

動物再生医療の第一人者による講義を聞き、その後、手術・解剖の様子を見学した。

大阪市立科学館ツアー

元大阪市立科学館の学芸員の方に案内していただきながら、館内見学をおこなった。

屋久島・種子島サイエンスツアー

種子島宇宙センターを訪問し、日本の宇宙開発の現状と未来について学んだ。屋久島を訪問し、植

生分布調査・野生動物の調査法について学び、日本固有の環境の保全について学んだ。 
コロナウイルス感染拡大にともなって中止となったもの 
・アメリカサイエンスツアー → 代替として屋久島・種子島サイエンスツアーを実施。 
・スーパーカミオカンデ見学 → 代替として大阪公立大学研究室訪問を実施。

３年ぶりの校外研修を本格再開した。定員を超える希望があった研修もあれば、希望者数が非

常に少ない研修もあった。過去２年間校外研修があまり行えていなかったことにより、上級生か

らの「行ってよかった」の声、募集の際に研修の様子が生徒に伝わり切れていなかったことが要

因と考えられる。研修に参加した生徒のアンケートでは「面白く興味深かった」と肯定的評価し

た生徒の割合がいずれの研修も を越え、「科学技術への関心が高まった」と回答した生徒の
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割合もいずれの研修も を越えた。募集の際に、クラス掲示する広告にこの結果、参加者の声

を掲載し、今年度から事後のポスターの掲示を行ったので、その効果も検証して行きたい。

（３）科学的リテラシー・グローバルマインドセットの育成
① 海外連携校との相互交流と海外での研究発表
② 「生野高校における動物実験に関する指針」の指導
③ 実験及び実験手順の動画配信を利用した主体的学習参加意識と協働性の育成
④ 英検等の奨励による英語４技能の育成

実験動画、実験手順の動画配信
生徒の事前学習と、若手教員の授業参考に寄与するため、例年は物理科のみが多く動画を配信 

していたが、今年度は化学科、生物科においても、動画配信を行った。

科学英語の授業への普及

本年度も本校理科教員が普段の授業および生徒実験において、英語を活用するためにネイティ 
ブ教員と協力して教材を開発した。授業プリントの英語化、重要単語の英語による表現、事前学 
習用のＹｏｕＴｕｂｅ動画の英語化等を継続して行った。

・「海外志向（海外大学や企業に進出する意欲）」がやや低めである。オンラインの活用や場所の検討

によって、持続可能な国際交流の形を見つけ、生徒の視野を広げる支援をしたい。

・実験動画を利用した反転授業について、より多くの教科でより多くの回数を実施する。

（４）科学系部活動の活性化（スーパー・チューズデイ）と地域連携
科学系部活動での研究活動をより充実させ、地域の小中学生向けの実験教室実施に向けた取り組み

に着手する。 
化学同好会は今年度、本格的にテーマを決め継続的に研究を行った。 月にはこどもサイエンスプ

ランニング代表の方に案内していただきながら大阪市立科学館の見学を行った。
数学研究同好会は８月のマスフェスタ、 月には大阪公立大学主催のシンポジウムで発表するなど、

外部の発表会に積極的に参加した。
天文部は写真部と共同で天体観測を行い、天体についての仕組みをポスターで発表した。

生物研究部は中学生対象に、標本作成・ＤＮＡ抽出実験の体験授業を実施した。 

前年度までに比べると、本格的な研究・中学生対象の実験授業実施等、科学系部活動は活性化 
したが、部活動間で連携した活動は行えていない。各部活動は火曜日に活動できているので、月 
に１回は交流の機会をつくり、次年度は科学系部活動が集ってイベント、実験教室を実施したい 

 
 
 
■ ポイント制について

校外活動等への自主的な活動に対してポイントを与え、それを成績に反映した。自主性の部分で
実施前は議論になっていたが、今年度の参加生徒の様子を見ていると、ポイントに釣られてではな
く自身の興味に基づいて参加している生徒がほとんどであった。今年度のこの結果をもとに、校内
の評価部会においても議論を行った。３観点評価にポイント制は活きてくるという結論に至った。 
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第第２２章章 研研究究開開発発のの経経緯緯 ■■令令和和４４年年度度 研研究究開開発発取取組組過過程程
月 日 曜 参加者 内  容 備  考 

4～２   １年生文理学科 361 名 週１単位で「探究Ⅰ」の授業開始 
前期はクラス単位で情報の得方・調べ方、後期は班に分か

れてテーマ研究 

4～２   ２年文理学科理科生徒 98 名 週１単位で「探究Ⅱ」の授業開始 数・物・化・生・情で興味を持ったテーマでグループ研究 

4～12   
３年「理数物理」「理数化学」「理数生物」
207名 

SS 物理実験、SS 化学実験、SS 生
物実験 

普段の授業を講義のみに終始せず、実験を取り入れる 

4～3   天文部 天文観測 １年を通じ天文観測を行う。 

4～２   ２年生 98 名 探究アドバイザー制度 
探究Ⅱにおいて、アドバイザー（本校卒業大学院生など）を
招聘し探究活動の充実を図る 

７ ７ 木 
1・２年探究Ⅱ理系スタンダード選択者、
科学系クラブ員及び希望者 計 78 名 

特別講義「医科学の今後の方向
性と再生医療」 

岸上獣医科病院代表（獣医師）による特別講義 

7 19 火 
1・２年探究Ⅱ理系スタンダード選択者、
科学系クラブ員及び希望者 計 42 名 

特別講義「ICT×教育－情報教育
の未来を見据えて」 

大阪教育大学准教授による特別講義 

7 26～27 火・水 2年生 16 名、3 年生 2 名 西はりま天文台宇宙天文学研修 天文台施設の見学、観測実習 

8 3～4 水・木 ３年生２名 SSH 全国生徒研究発表会 神戸国際展示場にて 3 年生 2 名の口頭発表 

８ 1～5 月～金 １年生 14 名２年生 7 名 3 年 2 名 校内留学 海外の大学生と地球規模の問題について話し合う 

8 27 土 １年生３名、２年生６名 マスフェスタ 大手前高校においてポスターセッション 数学 3 本 

9～2   ２年生 98 名 大阪公立大学の研究支援 
大阪公立大学の教授、准教授からの指導・助言。探究活動
の充実を図る 

9 1 木 ２年文理学科理系生徒１０６名、 探究Ⅱ中間発表 
校内における課題研究の中間発表会をポスター発表及び口

頭発表にて実施。指導委員からの指導･助言 

9 1 木 

運営指導委員 9 名、探究アドバイザー３

名、本校校長、教頭、教員 1３名、教育セ
ンター1 名、教育庁 1 名 

SSH 運営指導委員会 
運営指導委員による生徒の発表に対する指導、及びＳＳＨ
研究開発の内容についての指導助言 

９ 17 土 2年生 2 名 
科学の甲子園大阪府大会実技競

技対策基礎実験講座 

科学の甲子園大阪府大会の前に、大学教員指導の下、実

験内容や実験技術、結果考察のまとめ方等の指導を受ける 

10 14 金 3年生 22 名 大阪府学生科学賞 物理 2、化学 2、生物 2 計 6 テーマ応募 

10 22 土 ２年生 16 名 大阪サイエンスデイ【第 1 部】 
天王寺高校においてポスターセッション 
物理 2 本、化学 2 本、生物 2 本、数学 2 本 

10 16 日 ２年生６名 科学の甲子園 科学の甲子園大阪府大会筆記・実技競技に出場 

11 18 金 １年生１名、2 年生８名 医療セミナー事前講義 岸上獣医科病院代表（獣医師）による特別講義 

11 20 日 １年生１名、2 年生８名 
訪問研修「医療セミナー、病院・手
術見学、実習」 

岸上獣医科病院にて幹細胞、臨床検査の意義と仕組みに
ついての講義・検査実習、手術見学 

11 22 火 
２年生探究Ⅱ理系スタンダード選択者２

月の成果発表会発表希望者 計 117名 

特別講義「成果発表２か月前講座

－研究のツボ、発表のツボ－」 
こどもサイエンスプランニング代表による特別講義 

11 26 土 数学研究同好会 数連協シンポジウム 研究成果のオーラル発表 

12 7 水 ２年生１２名 
訪問見学「大阪公立大学工学部
研究室」 

大阪公立大学工学部研究室を見学し、研究内容に触れ、科
学的な探究心を養う 

12 9 金 2年生 4 名 
事前講義「科学館の役割、学芸員
の仕事について」 

こどもサイエンスプランニング代表によるオンラインによる事
前講義、サイエンスショーについてのワークショップ 

12 10 土 ２年生 4 名 

校外研修「元学芸員が伝える・高

校生ならではの科学館の楽しみ
方・学び方」 

大阪市立科学館にて見学案内、サイエンスショーの企画・運
営についての講義 

１２ １１ 日 1年生５名、２年生１４名 
校外研修「海洋生物の生態につ
いて学ぶ＝海遊館」 

事前学習のテーマに着目しながら、学芸員より海洋生物に
ついての講習を受講・施設内見学後レポート作成 

12 13 火 2年生 4 名 「２月成果発表に向けての講義」 レポート発表、ポスター作製、2 月成果発表に向けての講義 

12   化学同好会、生物研究部、天文部 文化展示週間 研究成果ポスターを展示 

12 １８ 日 ２年生６名 大阪サイエンスデイ【第 2 部】 
大阪工業大学梅田キャンパスにおいて、オーラルセッション 

審査員による質疑応答 化学２本、数学 1 本 

１２ 24～２７ 土～火 1年生２名、2 年生 11 名 
「種子島・屋久島サイエンスツア

ー」研修旅行 
種子島宇宙センターの施設見学、屋久島での野外実習 

１ ２１ 土 2年生２名 校外研修「コムギの遺伝学実習」 コムギの進化についての講義及びコムギの進化のパネル作り 

１ ９ 火 ２年生 3２名 日本数学オリンピック予選 整数問題、幾何、組合せ、式変形等の筆記試験 

２ ２ 木 １･２年生 720 名 SSH 探究Ⅱ成果発表会 
探究Ⅱにおけるまとめの最終発表を全班オーラル発表。英
語発表班と日本語発表班に分かれて実施 

2 ２ 木 
運営指導委員 9 名、探究アドバイザー３
名、本校校長、教頭、教員 1３名、教育セ

ンター1 名、教育庁 1 名 

運営指導委員会 
運営指導委員による生徒の発表に対する指導、及びＳＳＨ
研究開発の内容についての指導助言 

2 ３ 金 2年生３名 高津高校「生徒課題研究発表会」 高津高校にてオーラル発表 

3 4 土 2年生３名 化学工学会学生発表会 研究成果のオーラル発表 

３ 1７ 金  Advice for Researchers 作成 
探究活動に役立てるため、探究ワークブック、サイエンティフ
ィックリテラシー、ベーシックプレゼンテーション、生野高校生

命倫理、研究倫理、探究ノートを編纂したオリジナルテキスト 

３ 1７ 金  SSH 研究開発実施報告書作成 令和４年度の SSH の活動内容をまとめた報告書 

3 1７ 金 
 

SSH 論文集作成 令和４年度の探究班の研究結果をまとめた「探究Ⅱ」論文集 
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第第６６章章 研研究究開開発発実実施施上上のの課課題題及及びび今今後後のの研研究究開開発発のの方方向向・・成成果果のの普普及及

１ グローバルスキル・研究倫理の育成 
１年生の「探究Ⅰ」では、問いを見つける力や協働性、資料作成力、発表力などを実践的に育てら 

れたが、少数ではあるが、班活動の中で力を出し切れなかった者や育ち切れなかった者もいる。次年 
度の「探究Ⅱ」で、より実践的な探究を行うなかできめ細やかな指導をしていく。 
２年生の探究Ⅱでは、早めのテーマ設定と指導が研究の深まりにつながったが、こちらも、班によ 

って仮説・検証方法を調べてまとめた内容に差があった。また、実験結果をノートに記載する際にも、 
測定値がメモ書きのようになっており、結果をまとめる際に苦労した場面も見受けられた。探究Ⅱを 
始める前に、ノートの取り方、実験器具の使い方などの基本事項を指導する必要がある。今年度は、 
化学と美術の「学際」班を作り、外部での発表会にも積極的に参加した。次年度もその輪を広げてい 
きたい。また、次年度以降も、探究Ⅱの「中間発表会」および「成果発表会」の運営をひとつの契機 
にして、ＳＳＨの全校協力体制を進めたい。 
探究Ⅲは、全国大会出場班だけでなく、これまで有志の形で探究を進めてきた３年生たちをより体 

系的に指導・支援する形で充実を図る。また、今後も実験・観察を重視した授業を行う。 

２ 科学的キャリア教育プログラム（ミラクルチャレンジ） 
３年ぶりの校外研修を本格再開したこともあり、定員を超える希望があった研修もあれば、希望者

数が非常に少ない研修もあった。その要因として、過去２年間校外研修があまり行えていなかったこ
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果発表会では２５本の班が英語で発表を行った。今年度もコロナウイルス感染拡大、また円安の状況

によりアメリカサイエンスツアーは中止となった。アメリカの連携校であるモンゴメリーブレアハイ

スクール、オーストラリアのＦＣＡＣとは継続的な交流の機会を作っていきたいと考えている。オン

ラインでの方法も視野に入れつつ、本校、オーストラリアのＦＣＡＣ、アメリカのＭＢＨＳの３校で

の合同研究発表会の可能性も模索していきたい。

４ 科学系部活動の活性化（スーパー・チューズデイ）と地域連携 
前年度までに比べると、本格的な研究・中学生対象の実験授業実施等、科学系部活動は活性化した 

が、科学系部活動が連携した活動は行えていない。基本的に、各部活動は火曜日に活動できているの 
で、月に１回はお互いの研究・活動報告を行い交流を深める中で、共同で活動する機会を今後は増や 
していく必要がある。 

５ ＳＳＨ事業の全教員の協力体制の土台構築

一方で、関係資料④ＳＳＨ活動に関する教員アンケートより、本校が全校協力体制になっていると 
感じている教員の割合は ％であった。全員に役割分担を行っているものの、ＳＳＨ事業に対する関

わり方で個人間に差があると感じている教員もいる。学際的グローバルリーダーの育成、探究学際班

増加に向けて、教科の枠を越えて学校全体で取り組んでいく体制づくりに向けて、今年度終了時にＳ

ＳＨ委員会内で、アンケートを実施し、総括を行った。そこの意見を参考に次年度の体制について考

えていきたい。 

６ 外部連携の拡大に向けた大阪公立大学との連携強化

本校への訪問回数については昨年度と同程度であった。理系探究では授業回数の都合上、放課後、 
長期休暇中の活動を含めても、前期中では研究内容の深化にまで至っておらず、深化が進む後期に来 
ていただいている状況である。仮説、実験方法を考えることは研究の根幹であり、それを進める前期 
の間にも次年度は来ていただき、アドバイスをいただきたい。 

８ 成果の公表・普及

授業動画の配信は以前は物理科・化学科・生物科の理科が中心で行っていたが、今年度は数学科で

も実施した。数学科では後期のほとんどの授業で反転授業を実施しており、生徒も分からないところ

は繰り返して再生する等、効率的に活用していた。動画本数は数多くになるが、画質の面等、改善点

もあるため、その活用方法を含めて、次年度に向けて検討していく必要がある。

９ 事業の評価

生徒へのさまざまな評価に加え、教員、保護者へのアンケートにより研究成果を検証し、教員や保

護者のＳＳＨ研究開発に対する理解の向上を図り、教員の指導方法の改善、教員間の連携強化につな

げていきたい（関係資料②～⑤参照）。 

報告書の作成

ＳＳＨの行事等をＨＰにアップロードし年度末に実施報告書、生徒の論文集を作成した。より多く

の人にも読んでもらえるよう、ＨＰをより活用して発信していきたい。
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令和４年度 第１回 文理合同探究指導委員会（議事録）

■開催日 令和４年９月１日 木 １５：２０～１５：４０
■場 所 本校 時習館多目的ホール
■出席者 若林身歌 武藤明徳 松田卓也 松多健策 岳川有紀子 岸上義弘 向井康比己

亀井喜久男 上野勝利（以上９名 運営指導委員）
瀧上健一 教育センター高等学校教育推進室
阪口巨基（教育庁 教育振興室 高等学校課 教務グループ）
（連携機関：大阪公立大より）堀田武彦，久本秀明 尾島由紘 
（文系探究より）島崎英夫 峯明秀 中野賢
本校校長 本校教頭 本校教員（６名）

（１）大阪府教育庁より挨拶
ＳＳＨ３期目３年目となる今年は成果課題を新たに見つける年である。令和２年に採択された

際，探究活動の充実・推進体制の強化，教科横断型の指導体制の取り組みなど高い評価をいただ
いた。一方で，指導内容が多岐にわたり，教員の負担が少なくない。できるだけ多くの教員が参
加できるように協力体制を強化して組織的に動く形を作っていくことが必要である。１０月に文
部科学省から中間ヒアリングを受けることになっている。運営指導委員の皆様には生野高校に求
めたいこと、生徒につけさせた力について忌憚なくご助言いただきたい。

（２）校長挨拶
去年赴任して初めて見た中間発表会で「生野高校の探究ってこんなもんか」と正直感じた。 

昨年度は科学の甲子園で初めて６位入賞ができた。大阪サイエンスデイでは３グループとも優秀
賞と金賞を受賞できた。また，大阪府学生科学省で教育委員会賞をいただくことができた。指導
委員の皆様のご指導のおかげである。今日も、忌憚のない厳しくも愛情のあるご意見をたくさん
いただきたい。 

（３）指導委員紹介

（４）理系・文系発表の感想
① 理系（若林）

先生方が熱心で、コロナを感じさせない立派な成果が出ていて感動した。 
・特に、テーマの切り口が面白い。  
・ゴボウに含まれる抗酸化物質、廃棄野菜、ブラックジャックにおける確率、ポスター効果

など実生活とのつながり、社会的な価値があるテーマで高校生らしい。 
・原稿を見ずに発表していた。発表技術が中間の段階で出ていた。 
・これまでの課題として、先行研究との絡みや方法と倫理などはまだ中間発表会の段階なの

で今後ブラッシュアップする必要がある。  
・欲を言うと、「自分の熱を帯びた意見」が欲しい。 
・教科によって、１年生もたくさん質問していた。 
・文理発表になって、学校を挙げてやっている。 

② 文系（島崎）
・携わって３年目になるが，ミッションを立てる前のパッションが顕わになればよい。 
・聴衆からの質問が文系はもっと出てほしい。  
・討議ができるようになってほしい。（他校では討議に重点を置いているところもある） 

令和４年度 第１回 ＳＳＨ運営指導委員会（議事録）

■開催日 令和４年９月１日 木 １５：４５～１６：４５
■場 所 本校 時習館多目的ホール
■出席者 若林身歌 武藤明徳 松田卓也 松多健策 岳川有紀子 岸上義弘 向井康比己

亀井喜久男 上野勝利（以上９名 運営指導委員）
瀧上健一 教育センター高等学校教育推進室
阪口巨基（教育庁 教育振興室 高等学校課 教務グループ）

関関係係資資料料①① 文文理理合合同同探探究究指指導導委委員員会会・・ 運運営営指指導導委委員員会会議議事事録録
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（連携機関：大阪公立大より）堀田武彦，久本秀明 尾島由紘
本校校長 本校教員（１２名）

（１）今年度のＳＳＨの取組み（吉田禎）
・体制および役割分担の見直しをするため、全校協力体制に注力している。
探究とミラクルチャレンジについては、昨年度は外部発表・コンテスト等で５本入賞した。
校外研修がコロナで困難だが，できるだけ進めている。

・ポイント制については、自主活動が成績に反映されるシステムを導入した。
ポイントにつられて参加しているというより、自分の興味関心で参加している。

・科学系部活動（スーパーチューズデイ）の充実については、近隣の小中学校への出前授業を行
う予定。

（２）（３）中間発表会の講評および取組みについての指導助言・意見交換
・質問もよく出ていた。深い議論が望まれる。私は専門が生物なのだが，生物で統計的に処理が

行われるとよい。 
・基本的なことをもっと勉強して発表してほしい。「対照実験は何か」を明確・厳密に。役割が
できている班と一人に任せている班がある。全国発表では優れた個人研究もある。（生物の研
究なのに物理的な要素もあるなど）必ずしも最先端でなくてよい。 

・コロナの影響が強かった去年より良く進んでいる。定量的に表すことを長年求め続けてきたが，
今年はよくできてきている。方眼のグラフに表してみるとよい。たとえ実験の途中でも。棒グ
ラフや表よりも。イントロダクションについて，何でその研究をしているのかを明確に答えら
れるようになってほしい。 

・身近な現象を扱っているものが多いが実は複雑。「紙が持つエネルギー」面白いと感じた。 
・もっと質問が多かったらいいのに。感想を書くのに忙しかったのか。発表者に対して「聞く側

の態度」の向上が必要。もっと１本の時間が長いといい。今年は指導もしているが，授業回数
が少なくて大変だということが分かった。教科書通りにならない→面白いと思ってほしい。 
専門的でない人にわかりやすい発表になるとよいと思う。前提条件が足りない。 

・文系の「日本の同調圧力」は，内容はまあまあなのだが，目の付けどころが面白い。「何を研
究するか」が重要。研究の芽を見つけるための「大学の先生の手記」が生徒に触れる機会があ
ればよい。 

・物理の紙の研究が面白かった。映像を取る手段を活用して現象をよく観察してほしい。  
・先行研究を発展させている点は続けてほしい。化学と美術とのコラボ（学際班）があり，こう

いう視点は大事にしてほしい。自分の研究に対して，素朴な疑問を持ってほしい。「洗浄力の
強さを泡の高さで調べる」だったが，評価方法はそれでいいの？ 先輩に質問をする → 自
分のことも他人のことにも疑問を持つ姿勢をもつ。 

・情報やデータをどのように社会的に活用するかなど，かなり幅広い研究が出てきた。「ポスタ
ー広告」の研究はアンケートを軸にしていたが，結論が短絡的。生物班の廃棄野菜からの紙の
制作の研究は，最終目的と方法の不一致が見られる。化学のゴボウの研究は，先行研究で緑茶・
大豆があったが。ゴボウでやるというのは，高校生らしい。ポスターだけ実験データだけでは
なく，実物があればよい。 

・大学入試までの範囲でやるべき。研究が入試に直結したらなお良い。大学の数学のつまみ食い
はよくない。コンピュータを使ったらもっと面白い。手遊びの研究は優れていると思う。 

・以前見学した時には，危うく感じた班も，形になっていた。「粘土を砂の上に落とす」 結果
がそうだとしたらすごい発見だと思う。物理で，役に立たないのではないかと思うことが逆に
面白いと思えたらいい。 

・もっとポスターをうまく作ったら，だいぶ明確に使えられるようになると思う。 
「目的」，「問題意識」という項目があるとよい。 
自身の研究室では「背景」→「目的」→「アイディア」を明確にさせている。 

・２か月前に来た時と，方向性が変わっていて，試行錯誤の跡が見られた。 
ＳＳＨは，クオリティの高さだけを追い求めて，生徒があまりに負担になると本末転倒なのか
も。興味を持ち続けられるとよい。そのバランスが重要。 

・「化学と美術の融合」や「廃棄野菜から紙を作ろう」など，動機がはっきりしている。 
（ポイント制について）「それに釣られて」ではなく「きっかけ」になればよい。 
（スーパーチューズデイ）小中学生に伝えることで自分が成長できるならば，とてもいいと思う。 
（取組みに対する助言）各教科での取組みと探究での取組みにつながりがあることが重要。

通常の授業でも探究的な学びを意識するといい。
 
（４）校長より

・去年、生徒を見て感じたのが「疑問を感じない，質問しない」こと。 
・今年、クリティカルシンキングの視点をもつように声掛けをしている。 
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校外研修がコロナで困難だが，できるだけ進めている。

・ポイント制については、自主活動が成績に反映されるシステムを導入した。
ポイントにつられて参加しているというより、自分の興味関心で参加している。

・科学系部活動（スーパーチューズデイ）の充実については、近隣の小中学校への出前授業を行
う予定。

（２）（３）中間発表会の講評および取組みについての指導助言・意見交換
・質問もよく出ていた。深い議論が望まれる。私は専門が生物なのだが，生物で統計的に処理が

行われるとよい。 
・基本的なことをもっと勉強して発表してほしい。「対照実験は何か」を明確・厳密に。役割が
できている班と一人に任せている班がある。全国発表では優れた個人研究もある。（生物の研
究なのに物理的な要素もあるなど）必ずしも最先端でなくてよい。 

・コロナの影響が強かった去年より良く進んでいる。定量的に表すことを長年求め続けてきたが，
今年はよくできてきている。方眼のグラフに表してみるとよい。たとえ実験の途中でも。棒グ
ラフや表よりも。イントロダクションについて，何でその研究をしているのかを明確に答えら
れるようになってほしい。 

・身近な現象を扱っているものが多いが実は複雑。「紙が持つエネルギー」面白いと感じた。 
・もっと質問が多かったらいいのに。感想を書くのに忙しかったのか。発表者に対して「聞く側

の態度」の向上が必要。もっと１本の時間が長いといい。今年は指導もしているが，授業回数
が少なくて大変だということが分かった。教科書通りにならない→面白いと思ってほしい。 
専門的でない人にわかりやすい発表になるとよいと思う。前提条件が足りない。 

・文系の「日本の同調圧力」は，内容はまあまあなのだが，目の付けどころが面白い。「何を研
究するか」が重要。研究の芽を見つけるための「大学の先生の手記」が生徒に触れる機会があ
ればよい。 

・物理の紙の研究が面白かった。映像を取る手段を活用して現象をよく観察してほしい。  
・先行研究を発展させている点は続けてほしい。化学と美術とのコラボ（学際班）があり，こう
いう視点は大事にしてほしい。自分の研究に対して，素朴な疑問を持ってほしい。「洗浄力の
強さを泡の高さで調べる」だったが，評価方法はそれでいいの？ 先輩に質問をする → 自
分のことも他人のことにも疑問を持つ姿勢をもつ。 

・情報やデータをどのように社会的に活用するかなど，かなり幅広い研究が出てきた。「ポスタ
ー広告」の研究はアンケートを軸にしていたが，結論が短絡的。生物班の廃棄野菜からの紙の
制作の研究は，最終目的と方法の不一致が見られる。化学のゴボウの研究は，先行研究で緑茶・
大豆があったが。ゴボウでやるというのは，高校生らしい。ポスターだけ実験データだけでは
なく，実物があればよい。 

・大学入試までの範囲でやるべき。研究が入試に直結したらなお良い。大学の数学のつまみ食い
はよくない。コンピュータを使ったらもっと面白い。手遊びの研究は優れていると思う。 

・以前見学した時には，危うく感じた班も，形になっていた。「粘土を砂の上に落とす」 結果
がそうだとしたらすごい発見だと思う。物理で，役に立たないのではないかと思うことが逆に
面白いと思えたらいい。 

・もっとポスターをうまく作ったら，だいぶ明確に使えられるようになると思う。 
「目的」，「問題意識」という項目があるとよい。 
自身の研究室では「背景」→「目的」→「アイディア」を明確にさせている。 

・２か月前に来た時と，方向性が変わっていて，試行錯誤の跡が見られた。 
ＳＳＨは，クオリティの高さだけを追い求めて，生徒があまりに負担になると本末転倒なのか
も。興味を持ち続けられるとよい。そのバランスが重要。 

・「化学と美術の融合」や「廃棄野菜から紙を作ろう」など，動機がはっきりしている。 
（ポイント制について）「それに釣られて」ではなく「きっかけ」になればよい。 
（スーパーチューズデイ）小中学生に伝えることで自分が成長できるならば，とてもいいと思う。 
（取組みに対する助言）各教科での取組みと探究での取組みにつながりがあることが重要。

通常の授業でも探究的な学びを意識するといい。
 
（４）校長より
・去年、生徒を見て感じたのが「疑問を感じない，質問しない」こと。 
・今年、クリティカルシンキングの視点をもつように声掛けをしている。 

令和４年度 第２回 文理合同探究指導委員会（議事録）

■開催日 令和５年２月２日 木 １５：２５～１５：４５
■場 所 本校 時習館多目的ホール
■出席者 若林身歌 武藤明徳 松田卓也 松多健策 岳川有紀子 向井康比己

岸上義弘 亀井喜久男（以上８名 運営指導委員）
瀧上健一 教育センター高等学校教育推進室
阪口巨基（教育庁 教育振興室 高等学校課 教務グループ）
（連携機関：大阪公立大より）堀田武彦，久本秀明 尾島由紘 
（文系探究より）島崎英夫 峯明秀
本校校長 本校教頭 本校教員（６名）

 
 
（１）大阪府教育庁より挨拶（阪口 巨基）

生野高校は， ３期目３年目で，これまでの分析・検討を行った上で、中間評価が６段階の
うち５番目であった。あらためて校内での取り組みについて検討・議論を重ねていただきたい。
運営指導委員の先生方に置かれましては，発表会の指導助言に加えて中間評価の内容をご覧いた
だき，今後学校に求めたいこと，改善点，生徒につけさせた力について忌憚なくご意見をいただ
きたい。 

 
（２）校長挨拶

から非常に厳しい評価を受けた。ただ，今日の発表を見ていますと中間発表の時に挙がっ
てきた課題すなわち質疑応答については，非常に活発にしており改善されている。なかなか一足
飛びに課題を解決するということはできないが，この３期目で残された２年をできる限り学校と
して努力していきたいと考えているので，忌憚のないご意見，アドバイスをいただきたい。 

 
（３）指導委員紹介【省略】

（４）① 理系発表の紹介（若林）
質疑応答の時間に非常にたくさん質問が出るようになった。情報班では，テキストマイニ

ングを取り入れたり，見せ方の工夫がなされていたりした。一方，アンケートの人数など条
件が出ていないことや，自分たちでは仮説を立てているが素材を選ぶ際の吟味の仕方には課
題が残る。下級生からの質問を聞くと，その研究に何が期待されているかがよく見える。研
究発表のみならず，課題設定における苦労などを下級生に伝える別の場があってもいいので
はないかと感じた。また，教科横断型の探究にチャレンジしてもらいたい。 

 
② 文系発表の紹介（峯）

質問する力がついてきており，非常に頼もしく感じる。 
中間発表の時にはサブテーマに付きそうなテーマだったのが，今回は集大成した形のテー

マになっていたり，逆に中間発表の際にはキーワードがなかった内容が，キーワードを見つ
け深めていった研究になったりしているものもあった。 

自らが探究していく姿そのものが大事であり今求められていることなので，自信をもって
探究を進めてほしい。今回の成果発表で終わりではなく，これから自分たちが学問をしたり
研究をしたりしていく上での出発点なので，引き続き自分たちで社会に関心を持って進めて
いってほしい。また，これを生野高校の中だけで留めるのではなく，いったい社会にどうい
う風に還元されるのかまで考えていくと，新たな若者の力を引き出す社会参画の意味ができ
るのではないか。 

発表形式として，例えば入れ替え制ではなく，代表発表を多くの目で見てその内容をさら
に追及していく深化させていくという場面も必要ではないかと思う。 

 

令和４年度 第２回 ＳＳＨ運営指導委員会（議事録）

■開催日 令和５年２月２日 木 １５：５０～１７：３０
■場 所 本校 時習館多目的ホール
■出席者 若林身歌 武藤明徳 松田卓也 松多健策 岳川有紀子 岸上義弘 向井康比己

亀井喜久男 上野勝利（以上９名 運営指導委員）
瀧上健一 教育センター高等学校教育推進室
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阪口巨基（教育庁 教育振興室 高等学校課 教務グループ）
（連携機関：大阪公立大より）堀田武彦，久本秀明 尾島由紘
本校校長 本校教員（１３名）

（１）成果発表会の講評
・英語での発表は上手になっているが，科学的な探究という面で内容的にもう一歩がなく残念だ

った。
・化学は，音や光やにおいなどグラフにしにくい部分がある。いつも「グラフにして書いてね」
と伝えているが，ほとんどの班がグラフに表していた。今後は発表だけでなく，実験中にもグ
ラフで考えてほしい。

・いつもながらよく英語で発表しているなぁと概して感心している。今回は質問がよく出ていた。
・２週間に１度の探究の時間に参加しているが，なかなか時間がない中で教員はよく指導してい
る。

・実験の仕方、発表の仕方・グラフの作り方はよくなっている。
・考察時にデータがすべて出てから考えているが，実験をしながら考えるとよい。
・「種が動物に食べられたい種明かし」の題材が素晴らしいが温度制御など手法がイマイチだっ

た。
・結論と考察が予想に過ぎないものや，全く別のステージのものがあり気になった。
・タイトルついて，注目されるようなキーワードを使うこと，内容との一致などもう少し大人の

目を使ってジャッジしてもいいのでは。
・情報班で探究という活動を考えると，結論や考察があまりにも簡単に書かれすぎている。この

研究で何が明らかにされて何が明らかにされなかったかを明確にし，今後の課題も出すべき。
・質問しようかと思ったら質問できないくらい周りからの質問があって素晴らしかった。 
・研究は目的があってやっているので，何が問題でそれを解決するためにこうしますという話が

中間発表の時から非常に伸びていた。 
・英語の発表について，しっかり練習されていて上手に発表できていて，司会者も英語で進める
取り組みは代え難い経験になると思うので，ぜひ今後も続けていってほしい。 

・労力的には大変だが，問題解決型や地域密着型のテーマもできるのかなと思う。 
・単にデータを量的に取られるのではなく，質的に見ていくテキストマイニングなどの発表もあ

って良かった。新課程において数学でも統計が重視されており，データの分析の仕方において
情報の活用が重要。 

 
（２）今年度の 取組み【３期目３年目の取組みについて】『学際的グローバルリーダーの育成』 

・教科『探究』・・・化学と美術のコラボした学際班を作り，校外活動でも高評価を受けた。 
・校外研修について・・・体制・役割分担の見直し → 全校協力体制に注力している。 
探究とミラクルチャレンジ → 昨年度は外部発表・コンテスト等で５本の入賞 
今年度，参加生徒にポスターを作成させ，廊下への掲示や成果発表会で展示を行った。 

・ポイント制について・・・自主活動が成績に反映される。 
ポイントにつられて参加しているというより，自分の興味関心で参加している。 

・科学系部活動（スーパーチューズデイ）の充実 
化学同好会，生物研究部，天文部，数学研究同好会それぞれ新しい取組みを行った。 

・中間評価の結果は悪かったが，１～２年目の遅れを３年目でほぼ取り返している。 
 
（３）取組みについての指導助言・意見交換
・中間評価について，実際のワーキンググループなどを作ってサジェスチョンできればと思う。
第３期の目標の教科横断的なテーマをもっとやってほしい。

・中間報告の結果に愕然としている。運営指導委員として，この評価は耐え難いので何か貢献で
きればと思う。

・希望があれば探究Ⅲへの間口を広げてはどうか。
・外へ出て発表をする機会をもっと増やすといいだろう。
・他校のように，中学生を集めて科学教室を開くなどの取り組みがあってもいいのでは。
・中間評価の改善すべき点について何かいい方法はあるか。 

→ 学校の を利用して，卒業生の動向をもっとしっかり把握していく。 
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阪口巨基（教育庁 教育振興室 高等学校課 教務グループ）
（連携機関：大阪公立大より）堀田武彦，久本秀明 尾島由紘
本校校長 本校教員（１３名）

（１）成果発表会の講評
・英語での発表は上手になっているが，科学的な探究という面で内容的にもう一歩がなく残念だ

った。
・化学は，音や光やにおいなどグラフにしにくい部分がある。いつも「グラフにして書いてね」
と伝えているが，ほとんどの班がグラフに表していた。今後は発表だけでなく，実験中にもグ
ラフで考えてほしい。

・いつもながらよく英語で発表しているなぁと概して感心している。今回は質問がよく出ていた。
・２週間に１度の探究の時間に参加しているが，なかなか時間がない中で教員はよく指導してい
る。

・実験の仕方、発表の仕方・グラフの作り方はよくなっている。
・考察時にデータがすべて出てから考えているが，実験をしながら考えるとよい。
・「種が動物に食べられたい種明かし」の題材が素晴らしいが温度制御など手法がイマイチだっ

た。
・結論と考察が予想に過ぎないものや，全く別のステージのものがあり気になった。
・タイトルついて，注目されるようなキーワードを使うこと，内容との一致などもう少し大人の

目を使ってジャッジしてもいいのでは。
・情報班で探究という活動を考えると，結論や考察があまりにも簡単に書かれすぎている。この

研究で何が明らかにされて何が明らかにされなかったかを明確にし，今後の課題も出すべき。
・質問しようかと思ったら質問できないくらい周りからの質問があって素晴らしかった。 
・研究は目的があってやっているので，何が問題でそれを解決するためにこうしますという話が

中間発表の時から非常に伸びていた。 
・英語の発表について，しっかり練習されていて上手に発表できていて，司会者も英語で進める
取り組みは代え難い経験になると思うので，ぜひ今後も続けていってほしい。 

・労力的には大変だが，問題解決型や地域密着型のテーマもできるのかなと思う。 
・単にデータを量的に取られるのではなく，質的に見ていくテキストマイニングなどの発表もあ

って良かった。新課程において数学でも統計が重視されており，データの分析の仕方において
情報の活用が重要。 

 
（２）今年度の 取組み【３期目３年目の取組みについて】『学際的グローバルリーダーの育成』 
・教科『探究』・・・化学と美術のコラボした学際班を作り，校外活動でも高評価を受けた。 
・校外研修について・・・体制・役割分担の見直し → 全校協力体制に注力している。 
探究とミラクルチャレンジ → 昨年度は外部発表・コンテスト等で５本の入賞 
今年度，参加生徒にポスターを作成させ，廊下への掲示や成果発表会で展示を行った。 

・ポイント制について・・・自主活動が成績に反映される。 
ポイントにつられて参加しているというより，自分の興味関心で参加している。 

・科学系部活動（スーパーチューズデイ）の充実 
化学同好会，生物研究部，天文部，数学研究同好会それぞれ新しい取組みを行った。 

・中間評価の結果は悪かったが，１～２年目の遅れを３年目でほぼ取り返している。 
 
（３）取組みについての指導助言・意見交換
・中間評価について，実際のワーキンググループなどを作ってサジェスチョンできればと思う。
第３期の目標の教科横断的なテーマをもっとやってほしい。

・中間報告の結果に愕然としている。運営指導委員として，この評価は耐え難いので何か貢献で
きればと思う。

・希望があれば探究Ⅲへの間口を広げてはどうか。
・外へ出て発表をする機会をもっと増やすといいだろう。
・他校のように，中学生を集めて科学教室を開くなどの取り組みがあってもいいのでは。
・中間評価の改善すべき点について何かいい方法はあるか。 

→ 学校の を利用して，卒業生の動向をもっとしっかり把握していく。 
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班 発表テーマ

物理１ 濡れた紙を極限まで復元しよう！ 物理２
ダヴィンチ橋
～橋の構造と耐荷重の関連～

物理３ 隕石でクレーター作ってみた！？ 物理４ トラス構造に関するパスタ橋の研究
物理５ 靴底の模様による摩擦 物理６ 紙が持つエネルギー
物理７ ポテチの袋を上手に開くには？ 物理８ びしょびしょフリクション
物理９ ジェンガの限界

化学１
ナイロンの強度
～強いナイロンを作るには…？～ 化学２ リン酸酸性下における酸化還元滴定

化学３ 溶液調製におけるアルコールの関係 化学４ 中庭の水の浄化力を調べる
化学５ 最強のセッケン作り 化学６ 銅樹生成に及ぼす陰イオンの影響

化学７
ゴボウに含まれる抗酸化物質を多く抽出
できる条件とは？
～ゴボウ化粧水の作成を目指して～

化学８
【学際班】

化学と美術の融合
～ガラスフュージングを用いて～

生物１ グッピーの「スッキー」な色と色覚調査 生物２ 種が動物に食べられたい種明かし
生物３ メダカはグルメ！？ 生物４ 廃棄野菜から紙を作ろう
生物５ 芝生選手権 生物６ カエルにならないオタマジャクシ！？

数学１ ｎ乗根を紙とペンで近似する 数学２ あの手遊びゲームの規則性

数学３ 一次関数と円による絵 数学４
ブラックジャックにおける手札の値
の確率について

情報１ 視覚効果と音響効果のゲームへの影響 情報２ ポスターの効果
情報３ 印象的な広告

国語１ 人名は個人にとって大切か？ 国語２
なぜそうなった！？カップヌードル

の魅力に迫る！
国語３ 漫画 アニメ 国語４ あの頃読んだ物語に迫る
国語５ 話し上手と聞き上手、どちらがいいの？ 有志１ 徳島県上勝町について

英語１
日本人がもつ男女に対する固定概念

英語２

英語３
日本の外国人労働者

地公３ 日本の同調圧力～なぜ日本人は群れたがるのか～
地公４ 中立国って何？～スイスとスウェーデンの中立の比較～
地公７ 文理横断教育にみる文系がもつ意味とは
地公８ 生野生脱・非リア！～告白を成功させるには？～
地公９ 英国を支える外交の流儀～近代英国における対欧州外交から読み解く～
地公１ 墨摺絵に和菓子が見当たらないのはなぜ？
地公２ 赤シートが赤の理由
地公５ 若者たちは映画になめられている？～映画にみられるセリフ数の増加について～
地公６ これであなたも投資家に！？

関関係係資資料料⑥⑥ 「「探探究究ⅡⅡ」」テテーーママ一一覧覧
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年度 探究Ⅱ 前期成績のルーブリック

項目 評価 段階

課題設定技能

１～ 点

与えられた課題設定の目的を理解し、取り組むことができる。 １

どのような事象に興味を持ったかを明確に持ち、自ら課題設定をし、取り組むことができ

る。
２

どのような事象に興味を持ったかを明確に持ち、自ら課題設定をし、事象と課題との関連

性を考え、予想や仮説を立てて取り組むことができる。
３

観察・

研究・

実験・

調査技能

１～３点

観察

実験

理科

課題に対する下調べを十分に行い、解決のための計画を立てることができる。 １

課題解決の計画を立てて、数値を用いて客観的に観察・実験したことを記録する。 ２

課題解決の計画を立てて、実験方法を工夫し、観察・実験した事象の変化の様子や特徴ま

で記録することができる。
３

研究

実験

数学

課題解決の計画を立てて、客観的な研究・実験を行うことができる。 １

課題解決の計画を立てて、調査に基づいた研究結果を用いて客観的に研究・実験したこと

を記録する。
２

課題解決の計画を立てて、実験・調査方法を工夫し、研究・実験した事象の過程や凡例ま

で記録することができる。
３

調査

情報

課題解決の計画を立てて、必要最小限の客観的な調査を行うことができる。 １

課題解決の計画を立てて、調査方法を工夫し、客観的な調査を行うことができる。 ２

課題解決の計画を立てて、十分な範囲と量のデータを収集し、客観的かつ具体的に調査す

ることができる。
３

考察技能

１～３点

結果（記録）から自分の考えをまとめることができる。 １

結果をまとめ、思考し、規則性や共通性を導くことができる。 ２

結果をまとめ、結論に達し、さらに日常生活との関連性や科学研究とのつながりを意識し

た考察を行っている。
３

表現技能Ａ

０～ 点

原稿、ポスター、パワーポイントを読んでいる。 １

原稿を見る事があるが、聴衆の反応を伺いながら発表することができる。 ２

原稿を見ることがなく、聴衆に向けてわかりやすく伝えることができる。 ３

原稿を見ず工夫を凝らし、質疑応答を的確に行えるような、聴衆を魅了する素晴らしい

発表が出来る。
４

表現技能Ｂ

０～ 点

内容がわかりにくい。 １

内容はわかるが、魅力的に伝えられていない。 ２

内容がわかりやすく、研究成果や魅力が十分伝えられている。 ３

関関係係資資料料⑧⑧
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年度 探究Ⅱ 後期成績のルーブリック

項目 評価 段階

課題設定技能

１～ 点

前期の発表後、明確な課題設定ができず、教員の指示を待つなど主体的な課題設定意欲が

感じられない。
１

前期の発表でのアドバイスなどをもとに改善点や新たな課題の設定ができている。 ２

後期の研究仮説が明確で、成果発表会に向けた研究計画を立てることができる。 ３

観察・

研究・

実験・

調査技能

１～３点

観察

実験

理科

課題に対する下調べを十分に行い、解決のための計画を立てることができる。 １

課題解決の計画を立てて、数値を用いて客観的に観察・実験したことを記録する。 ２

課題解決の計画を立てて、実験方法を工夫し、観察・実験した事象の変化の様子や特徴ま

で記録することができる。
３

研究

実験

数学

課題解決の計画を立てて、客観的な研究・実験を行うことができる。 １

課題解決の計画を立てて、調査に基づいた研究結果を用いて客観的に研究・実験したこと

を記録する。
２

課題解決の計画を立てて、実験・調査方法を工夫し、研究・実験した事象の過程や凡例ま

で記録することができる。
３

調査

情報

課題解決の計画を立てて、必要最小限の客観的な調査を行うことができる。 １

課題解決の計画を立てて、調査方法を工夫し、客観的な調査を行うことができる。 ２

課題解決の計画を立てて、十分な範囲と量のデータを収集し、客観的かつ具体的に調査す

ることができる。
３

考察技能

１～３点

結果（記録）から自分の考えをまとめることができる。 １

結果をまとめ、思考し、規則性や共通性を導くことができる。 ２

結果をまとめ、結論に達し、さらに日常生活との関連性や科学研究とのつながりを意識し

た考察を行っている。
３

表現技能Ａ

０～ 点

原稿、ポスター、パワーポイントを読んでいる。 １

原稿を見る事があるが、聴衆の反応を伺いながら発表することができる。 ２

原稿を見ることがなく、聴衆に向けてわかりやすく伝えることができる。 ３

原稿を見ず工夫を凝らし、質疑応答を的確に行えるような、聴衆を魅了する素晴らしい

発表が出来る。
４

表現技能Ｂ

０～ 点

内容がわかりにくい。 １

内容はわかるが、魅力的に伝えられていない。 ２

内容がわかりやすく、研究成果や魅力が十分伝えられている。 ３

英語発表者には 点を加点する。
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年度 探究Ⅱ 後期成績のルーブリック

項目 評価 段階

課題設定技能

１～ 点

前期の発表後、明確な課題設定ができず、教員の指示を待つなど主体的な課題設定意欲が

感じられない。
１

前期の発表でのアドバイスなどをもとに改善点や新たな課題の設定ができている。 ２

後期の研究仮説が明確で、成果発表会に向けた研究計画を立てることができる。 ３

観察・

研究・

実験・

調査技能

１～３点

観察

実験

理科

課題に対する下調べを十分に行い、解決のための計画を立てることができる。 １

課題解決の計画を立てて、数値を用いて客観的に観察・実験したことを記録する。 ２

課題解決の計画を立てて、実験方法を工夫し、観察・実験した事象の変化の様子や特徴ま

で記録することができる。
３

研究

実験

数学

課題解決の計画を立てて、客観的な研究・実験を行うことができる。 １

課題解決の計画を立てて、調査に基づいた研究結果を用いて客観的に研究・実験したこと

を記録する。
２

課題解決の計画を立てて、実験・調査方法を工夫し、研究・実験した事象の過程や凡例ま

で記録することができる。
３

調査

情報

課題解決の計画を立てて、必要最小限の客観的な調査を行うことができる。 １

課題解決の計画を立てて、調査方法を工夫し、客観的な調査を行うことができる。 ２

課題解決の計画を立てて、十分な範囲と量のデータを収集し、客観的かつ具体的に調査す

ることができる。
３

考察技能

１～３点

結果（記録）から自分の考えをまとめることができる。 １

結果をまとめ、思考し、規則性や共通性を導くことができる。 ２

結果をまとめ、結論に達し、さらに日常生活との関連性や科学研究とのつながりを意識し

た考察を行っている。
３

表現技能Ａ

０～ 点

原稿、ポスター、パワーポイントを読んでいる。 １

原稿を見る事があるが、聴衆の反応を伺いながら発表することができる。 ２

原稿を見ることがなく、聴衆に向けてわかりやすく伝えることができる。 ３

原稿を見ず工夫を凝らし、質疑応答を的確に行えるような、聴衆を魅了する素晴らしい

発表が出来る。
４

表現技能Ｂ

０～ 点

内容がわかりにくい。 １

内容はわかるが、魅力的に伝えられていない。 ２

内容がわかりやすく、研究成果や魅力が十分伝えられている。 ３

英語発表者には 点を加点する。
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